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あなたの一歩が世界を変える
特 集　市民参加



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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あなたの一歩が
世界を変える
国際協力ご当地自慢！私の地域はここがウリ
できることから始めよう！ あなたに合った方法は！？
Stage1　地球ひろばで世界を学ぼう
Stage2　始めの一歩を踏み出そう
Stage3　教室からたすきをつなぐ　高知 ＆ ラオス
Stage4-1　笑顔を届ける歯磨き指導　川口 ＆ トンガ
Stage4-2　寒冷地技術で都市の未来を変える　旭川 ＆ モンゴル
Stage5　ラジオが高める防災力　神戸 ＆ インドネシア
国際協力のイロイロ IN JAPAN
あなたの地域の“オモシロ人”発見！

アジアの“カ・ラ・テ”　ネパール

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙　
撮影：久野真一
JICA地球ひろば（東京・市ヶ谷）を訪れ
た中学生。地球案内人から開発途上国
の防災の取り組みについて学ぶ

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。



国際協力ご当地自慢！

日本各地に広まる国際協力。
それぞれの地域の特徴を生かした取り組みを
国際協力推進員※が一挙公開！

※地方自治体や国際交流協会など、各地の国際協力事業の活動拠点で地域とJICAを結ぶパイプ役として活動。各推進員の連絡先はこちら→　　  www.jica.go.jp/about/structure/suishin/  

特集  市民参加
あなたの一歩が
世界を変える

私の地域は

ウリ
ここが
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できることから始めよう！ あなたに合った方法は！？

写真撮影　Stage1：久野真一　Stage4、5：今村健志朗
イラスト　©Tomacco/iStock Vectors/Getty Images

開発途上国ってどこ？国際協力って？？ 
海外なんて行ったこともないし、なんだか遠い世界のことみたい…。
それならまず、“知る”“学ぶ”ことから始めてみよう。
JICAの国内機関には関連の情報やイベントが盛りだくさん。
ぜひ一度、足を運んでみては。

仕事も勉強もあるし、国際協力に“ガッツリ”関わるのは難しい。
でもそこであきらめないでほしい。
インターネット、ソーシャルネットワーク（SNS）の普及で、世界はぐんと身近に。
あなたの生活スタイルに合った関わり方が見つかるはず。

国内でやってみる～始めの一歩
子どものころから“世界とつながる”感覚を身に付けてほしい―。
グローバル人材の育成を目指して広がる開発教育／国際理解教育。
総合的な学習の時間で、クラブ活動で、途上国について学ぶ学校も増えてきた。
工業高校はものづくり、商業高校はビジネスを取り入れるなどの工夫も。

国内でやってみる～学校でできること

日本が誇る“職人魂”、地域に伝わるちょっとした“知恵”が、
実は異国の地では大活躍！？自身が培ってきた技術を使って、
途上国に貢献できる方法を探してみよう。

海外でやってみる
～技術・地域の強みを生かして

環境、医療保健、防災…。
実は、共通の課題も多い日本と途上国。
国際協力はもはや、日本→途上国の一方通行ではない。
その知識と経験を共有し合い、
みんなで世界を元気にしていこう。

相互の学び合い
～国際協力でみんなが元気に

＜CASE＞→10ページへGO！＜CASE＞→12ページへGO！

＜CASE＞→14、16ページへGO！

＜CASE＞→18ページへGO！

＜CASE＞→8ページへGO！
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集  
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加
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今、世界を変えるために必要なのは市民の力。
それぞれの強みを生かした世界とのつながり方がきっとあるはず。

あなたにピッタリの国際協力にご案内！！ 

知る・学ぶ～情報にアクセスjapan



特集  市民参加
あなたの一歩が世界を変える

市民が集まる国際協力の拠点！

地球ひろばで世界を学ぼう

開発途上国に興味関心を抱いてもらおうと、20
06年に東京・広尾に設立。展示やイベントなどを
通して国際協力の魅力を伝え、NGO・NPO、ODA
などの情報発信、交流の場としても広く活用され
ている。2012年には東京・市ヶ谷へ移転し、今年
の秋には来場者が100万人に達する予定。国際協
力を始めたい人から経験のある人まで、ここに来れ
ば誰もが新しい学びを得られる。

【開館時間】
平日／体験ゾーン：10～20時、カフェ：10～17時
土日祝／体験ゾーン：10～18時、カフェ：定休日
※カフェは12月27日まで、平日10～21時半、土日祝
10～17時に営業時間を変更してオープン！
※登録団体への貸出スペース“交流ゾーン”は平日・
土日祝9～21時半
【休館日】
第1・第3月曜（体験ゾーン）、年末年始など
【地球案内デスク】0120-76-7278　
【URL】www.jica.go.jp/hiroba/

まず一行が訪れたのは“体験ゾーン”。開発途上国が直面する課題や世界と
のつながりなどについて学ぶ展示・相談スペースだ。2013年12月1日まで開催
されている企画展は「災害に負けない国づくり日本発 防災・復興支援展」。
“地球案内人”に扮するのは青年海外協力隊の経験者。世界の災害の歴史
や途上国での防災の取り組み、日本の国際緊急援助隊の活動などを分かり
やすく説明してくれる。

★地球案内人の話を聞こう！

「携帯電話の部品に使う金属は、アフリカなど世界
各国から来てるんだって」「私たちにできるのは、今
日知ったことを周りに伝えることじゃないかな」。体
験ゾーンの後は、地球案内人と世界の現状について
考える参加型ワークショップ。身近な話題から途上
国と日本のつながりを学び、グループごとに話し合っ
て発表する。

★ワークショップに参加しよう！

「こんなに重い機械でがれきの下を捜索するな
んて大変！」「インドネシアでの地震による津波
がアフリカまで届くなんてびっくり！」自分たち
で、展示に触れたりゲームをやってみたり、楽し
みながら学びを深めていく。

★体験ゾーンで
“見て聞いて触れて”学ぼう！

年間を通じて、各国の文化に関する展示や企業のBOPビジネスなどを紹介
するセミナー、映画上映などのイベントが盛りだくさん。NGOなど約650の
登録団体によるセミナーもあり、国際協力を知る機会が見付けられるはず！

★イベント・セミナーに
参加しよう！

ランチは2階にあるJ’s Cafeへ。各国の在京大使館
のお墨つき料理など、“ご当地モノ”が食べられる。
途上国の飢餓と先進国の肥満の解消に取り組む
TABLE FOR TWOのメニューもあり、1食につき
20円が寄附される仕組み。この日はタイのレッドカ
レー！

★食から世界を感じよう！

世界とあなたを結ぶ国際協力の扉―。
それが東京・市ヶ谷にあるJICA地球ひろばだ。

今日の訪問者は、埼玉県川口市立幸並中学校の「英語＆世界をマナ部」の生徒たち。
果たして、どんな体験ができるのか追ってみよう！

岩手県久慈市のもぐらんぴあ・まちなか
水族館での国際緊急援助隊の展示

地球ひろばが全国に出張 !?

市ヶ谷だけではない。JICA地球ひろばの創意
工夫にあふれた展示を全国各地で見られるチャ
ンスが！なごや地球ひろば（名古屋市）はもち
ろん、JICAと各地の教育委員会が連携し、今
年は埼玉県や群馬県などの教育センターで教
員向けに展示コーナーを設置している。また、
全国科学館連携協議会との協力で、全国約
180の科学館や博物館にも展示の貸し出しを
行っている。

古山三保先生のコメント

JICAが実施しているベトナムでの教師海
外研修への参加を機に、英語の授業の中で
“ワールドスタディーズ”と名付け、途上国
の現状や文化について教えています。世界
と自分の結び付きを知り、何かを変えるた
めに行動できる大人になってほしい。JICA
地球ひろばは体験しながら学べる展示があ
り、生徒たちにも親しみやすい。国際協力
の第一歩を踏み出すには最適の施設です。

JICA 地球ひろば DATA

初めて
知ることが
いっぱい！

撮影：久野真一（一部除く）

＊通常は地球案内人による国際協力体験談のプログラムを提供。要望に
応じてワークショップも実施。
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何をするにも必要となるのが“資金”。インターネット上で支
援者を募集し、活動資金を集める方法がコレ。共感するプロ
ジェクトを探して、個人の立場で応援してみては。

2011年にスタートした日本初のクラウドファンディングサービス。対
象は、社会性の高いプロジェクト。目標金額と募集期間を設定し、ウ
ェブサイトで支援者を募集する。期間内に目標金額に達したら、資金
はプロジェクトの発案者へ。成立しなかったら、支援者に全額返金
される。東日本大震災の被災地に本を送るプロジェクトなど、これま
で約280件が成立。

クラウドファンディング

プロボノ

「公共善のために」を意味するラテン語「Pro Bono Publico」が語
源。職業上で得たスキルや専門知識を生かしてできる社会貢献。
思わぬところで、あなたの仕事の経験が役立つかも。

プロジェクトマネジメント、調査、マーケティング、デザイン、ウェブ制作…さ
まざまな知識と技術を持った社会人が“プロボノワーカー”として登録。
その強みを生かしてNGOを支援する。プロボノワーカーが本業と両立で
きるよう、どのプロジェクトも4～6人体制。週5時間、約6カ月間の参加が
基本。東京、関西（大阪・京都・神戸）、広島、佐賀などで実施中。

マイクロファイナンスファンド

貧困層に小口融資を行うマイクロファイナンス機関（MFI）。グラ
ミン銀行などに代表されるこのMFIに対して、日本から投資を通じ
て支援するという新しい協力のカタチ。

世界でMFIの利用者は約1億人。潜在的な顧客は約15億人ともいわれる
が、資金供給が追い付いていないのが現実。NPO法人Living in Peace
は証券会社のミュージックセキュリティーズ株式会社と提携し、MFIの資
金調達を応援するファンドを企画。日本の個人投資家とカンボジアやベト
ナムのMFIをつなぐ仕組みをつくっている。

開発途上国で生産された商品を適正な価格で取引
し、生産者の持続的な生活向上を支える仕組み。コ
ーヒーやチョコレートなどを買って、現地の生産者に
思いをはせてみては。

フェアトレードコーヒーの輸入・焙煎・卸業務を行う有限
会社フェアトレーディング（22ページに関連記事）と、JICA
中部のコラボレーションショップ。香り高く焙煎された高
品質のコーヒー豆や、世界各地のおしゃれな雑貨がそろ
う。JICAボランティアの経験者が手掛ける商品もある。

フェアトレード

NGOなどのオフィスでの事務作業からプロジェクトの企画、
在宅での翻訳作業、イベントの補助まで、場所も時間もライ
フスタイルに合わせて選択可能。

カンボジアやラオスに建設した図書館や学校の子どもたちに絵本
を届けるため、日本語の絵本の文章に現地語の翻訳を印刷したシ
ールを貼り付けるボランティアを募集。次回は2014年1月より募集
受付開始。

ボランティア

認定NPO法人国際協力NGOセンター（JANIC）、国連
開発計画（UNDP）、JICAが実行委員会となり、NGO
や国際機関、著名人メンバーなどと共に、国際協力の
必要性を発信していくプロジェクト。開発途上国、国際
協力、国際交流などの情報をウェブサイトやイベントな
どを通じて提供。プロジェクトのフォロワーになって、
国際協力に参加するきっかけを見つけてみよう。

なんとかしなきゃ！プロジェクト

見過ごせない 55億人

始
め
の
一
歩
を

踏
み
出
そ
う

実
は
、
日
常
生
活
の
中
に
は
国
際
協
力
の
ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

寄
附
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、

最
近
は
気
軽
に
参
加
で
き
る
方
法
も
増
え
て
き
た
。

ま
ず
は
行
動
す
る
こ
と
が
大
事
！

　

現地には行けないけれど、世界の課題に取り組む人
たちを支えたい！その思いをお金や物品に換えるのが
寄附。最近では、インターネットを通じた募金など手
軽な方法も増えてきた。

貧困削減、医療や教育の提供、環境問題の解決などに取り
組む団体を公募。一般の人々からの寄附が採択団体の支援
に充てられる。例えば、NPO法人アマニ・ヤ・アフリカは
JICA基金を活用し、ケニアで進学ができない子どもたちを
支援している。

寄附

readyfor.jp/

www.living-in-peace.org/

nantokashinakya.jp/

www.jica.go.jp/nagoya-hiroba/about/shop/

例えば…READY FOR?

例えば…フェアビーンズ
　　　  なごや地球ひろば店

www.servicegrant.or.jp/

www.jica.go.jp/partner/private/kifu/01.html
amani-ya.com/

sva.or.jp/

Stage2Citizen 
participation

例えば…NPO法人Living in Peace

例えば…世界の人びとのためのJICA基金

例えば…NPO法人サービスグラント

（くもりのちはれせんたくかあちゃん／さとうわきこ作／福音館書店）

ボランティアができるNGOを探そう！
国際協力NGOセンター（JANIC） www. janic.org/
関西NGO協議会　www.kansaingo.net/
名古屋NGOセンター　www. nangoc.org/

例えば…公益社団法人
　　　　シャンティ国際ボランティア会
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不
思
議
な
も
の
で
、
高
校
時
代
の
こ

と
は
、
な
ぜ
か
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

あ
の
日
、
あ
の
時
、
あ
の
場
所
で
…
。

も
ち
ろ
ん
、
全
て
で
は
な
い
が
、
大
人

に
な
っ
て
も
そ
れ
は
〝
昨
日
の
こ
と
〞

の
よ
う
に
も
思
え
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
10

代
の
思
い
出
は
特
別
な
も
の
だ
。

　「
ラ
オ
ス
は
初
め
て
の
海
外
、
し
か

も
開
発
途
上
国
。
第
一
印
象
は
戦
後
の

日
本
の
よ
う
で
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
で
も
子
ど
も
た

ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
迎
え
て
く
れ
て
、

一
気
に
不
安
が
吹
き
飛
び
ま
し
た
」。

そ
う
話
す
の
は
、
高
知
市
立
高
知
商
業

高
等
学
校
の
卒
業
生
、高
橋
謙
司
さ
ん
。

１
９
９
６
年
、
高
校
生
活
最
後
の
夏
休

み
に
ラ
オ
ス
の
地
を
踏
ん
だ
一
人
だ
。

　
高
知
商
業
と
ラ
オ
ス
の
つ
な
が
り
と

い
え
ば
、
高
知
県
内
で
は
ち
ょ
っ
と
有

名
。
そ
の
出
会
い
は
93
年
、
生
徒
会
メ

ン
バ
ー
の
あ
る
一
言
か
ら
始
ま
っ
た
。

「
貧
し
い
国
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
何

土
佐
の
国
か
ら

手
を
差
し
伸
べ
た
い

か
形
に
残
る
協
力
が
で
き
な
い
か
な
」。

そ
こ
で
、
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
て
つ

な
が
っ
た
の
が
ラ
オ
ス
。「
あ
れ
か
ら

20
年
、
毎
年
８
月
の
ラ
オ
ス
訪
問
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
に
な
り
ま
し
た
」
と
岡
崎

伸
二
先
生
（
現
教
頭
）
は
笑
う
。
ラ
オ

ス
に
学
校
を
建
て
る
―
。
高
知
商
業
が

行
き
着
い
た
、
途
上
国
と
の
〝
関
わ
り

方
〞
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
こ
こ
に
は
、
学
校
で
長
く
国

際
協
力
を
続
け
る
た
め
の
工
夫
が
。
校

内
に
「
模
擬
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、

生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
が
一
株
５
０

０
円
で
株
を
購
入
。
そ
の
資
金
を
使
っ

て
毎
年
夏
に
現
地
で
仕
入
れ
た
民
芸
品

な
ど
を
、
文
化
祭
や
地
域
の
お
祭
り
で

販
売
し
、
そ
の
収
益
の
一
部
を
ラ
オ
ス

の
学
校
建
設
に
充
て
る
と
い
う
も
の

だ
。
も
ち
ろ
ん
、
利
益
は
〝
株
主
〞
に

も
分
配
さ
れ
る
仕
組
み
。
国
際
協
力
で

ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
学
ぶ
―
。
商
業
高
校

な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
だ
。

　
こ
れ
ま
で
建
設
に
協
力
し
た
学
校
は

特集  市民参加
あなたの一歩が世界を変える

６
校
。「
昨
年
、
も
う
一
度
原
点
に
立

ち
返
ろ
う
と
、
現
地
の
人
た
ち
が
何
に

困
っ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
ま
し
た
」。

そ
う
話
す
の
は
弘
瀬
博
英
先
生
。
約
15

年
に
わ
た
り
、
生
徒
会
顧
問
と
し
て
生

徒
た
ち
を
温
か
く
支
え
て
き
た
。
そ
こ

で
分
か
っ
た
の
が
、
弟
や
妹
の
世
話
で

学
校
に
行
け
な
い
子
が
多
い
こ
と
。「
学

校
に
保
育
園
を
つ
く
ろ
う
！
」。
生
徒

た
ち
が
出
し
た
答
え
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
２
０
１
３
年
の

夏
に
向
け
て
、
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
い
て
い
た
。
20
年
の
節
目
の
年
、
み

ん
な
の
思
い
出
に
残
る
訪
問
に
し
た

い
。
誰
も
が
そ
う
考
え
て
い
た
。
そ
こ

で
立
ち
上
が
っ
た
の
は
卒
業
生
た
ち
。

大
切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
く
れ

た
ラ
オ
ス
の
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
た
い
と
、
有
志
が
仕
事
の
合
間

を
縫
っ
て
集
合
。
み
ん
な
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
は
何
か
を
考
え
た
。
そ
こ
で

た
ど
り
着
い
た
の
が
「
学
校
対
抗
歌
合

戦
」。
実
は
、
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち

は
歌
が
大
好
き
。
こ
れ
ま
で
建
設
を
支

援
し
た
学
校
を
集
め
た
大
イ
ベ
ン
ト

だ
。

　
そ
し
て
８
月
。
今
年
の
訪
問
の
テ
ー

マ
は
「
た
す
き
」。
先
輩
か
ら
受
け
継

い
で
き
た
活
動
の
た
す
き
を
後
輩
に
託

せ
る
立
派
な
も
の
に
―
。
現
在
の
生
徒

会
メ
ン
バ
ー
が
思
い
を
込
め
た
。
参
加

者
は
卒
業
生
も
含
む
総
勢
約
50
人
。
初

め
て
ラ
オ
ス
の
地
を
踏
む
生
徒
、
20
年

通
い
続
け
た
先
生
、
10
数
年
ぶ
り
に
再

訪
す
る
卒
業
生
…
、
そ
の
思
い
は
さ
ま

ざ
ま
だ
っ
た
。
２
年
か
け
て
企
画
し
た

イ
ベ
ン
ト
は
大
盛
り
上
が
り
。
子
ど
も

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地
の
先
生
、
保

護
者
か
ら
も「
毎
年
や
っ
て
ほ
し
い
！
」

と
大
好
評
だ
っ
た
。
保
育
園
も
無
事
に

完
成
し
、
活
動
の
〝
次
の
ス
テ
ッ
プ
〞

が
見
え
た
訪
問
だ
っ
た
。

　
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
帰
国
し

て
か
ら
が
現
役
生
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
。
毎
年
11
月
に
、
地
元
高
知
の
商
店

街
と
共
催
し
て
い
る
「
は
り
ま
や
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
向
け
て
、

ラ
オ
ス
と
日
本
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

商
品
を
地
元
企
業
と
開
発
中
。
ラ
オ
ス

の
織
物
と
高
知
の
間
伐
材
を
使
っ
た
雑

貨
、
ナ
ン
プ
ラ
ー
な
ど
の
調
味
料
と
地

元
野
菜
を
使
っ
た
お
惣
菜
な
ど
、
企
業

の
人
た
ち
と
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
試
作

品
を
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。「
高
知

の
人
に
、
も
っ
と
ラ
オ
ス
の
こ
と
を
知

20
年
を
振
り
返
り

後
輩
に
つ
な
ぐ

っ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
」
と
生
徒
会

長
の
濱
口
飛
鳥
さ
ん
。
現
地
で
感
じ
た

衝
撃
、
感
動
を
共
有
し
た
い
―
。
そ
れ

が
生
徒
た
ち
の
願
い
だ
。

　「
先
輩
か
ら
〝
ラ
オ
ス
の
人
は
温
か

い
〞
と
聞
い
て
い
た
ん
で
す
が
、
正
直

イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な
く
て
。
で
も
現
地

の
人
た
ち
の
瞳
を
見
た
瞬
間
、〝
あ
、

こ
れ
だ
！
〞
っ
て
」
と
話
す
の
は
栗
栖

杏
梨
咲
さ
ん
。「
校
庭
を
走
り
回
る
子

ど
も
た
ち
を
見
て
、
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し

て
い
る
日
本
人
と
は
違
う
な
と
。
心
の

豊
か
さ
の
意
味
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
」
と
谷
脇
優
成
く
ん
は
話
し

て
く
れ
た
。

　「
ラ
オ
ス
と
い
う
国
に
触
れ
る
こ
と

で
、
生
徒
た
ち
は
３
年
間
で
見
事
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
む
し
ろ
教
員
が
学

ぶ
こ
と
の
方
が
多
い
ん
で
す
よ
」
と
生

徒
会
顧
問
の
成
瀬
孝
治
先
生
。
先
生
と

生
徒
が
共
に
悩
み
、
考
え
、
歩
み
続
け

た
20
年
は
、
学
校
の
、
地
域
の
財
産
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
挑
戦
は
―
。
そ

の
質
問
を
投
げ
掛
け
た
時
、
先
生
、
生

徒
た
ち
か
ら
ま
っ
た
く
同
じ
答
え
が
返

っ
て
き
た
。「
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち

に
高
知
を
見
て
も
ら
い
た
い
」。
本
当

の
意
味
で
の
〝
交
流
〞
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。

　
高
知
の
高
校
生
が
大
切
に
紡
い
で
き

た
ラ
オ
ス
と
の
つ
な
が
り
。
先
生
に
、

地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
高
校
生
ら
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
。

開発途上国で困っている人たちを助けたい―。
高校生の一途な思いが学校を動かした。
あれから20年、高知市立高知商業高等学校の 
ラオスの学校建設支援は、新たな一歩を踏み出した。

教室からたすきをつなぐ
高知商業が建設を支援した保育園の前で。毎年の訪問を
みんな楽しみにしてくれている。「最初のころに建てた学校
は老朽化が進んでいます。地元の人たちとどう維持管理し
ていくかを考えたい」と成瀬先生

子どもたちとの運動会は毎年の恒例行事に。ラオスへの訪
問は生徒会メンバーのパワーの源だ

高知県内の企業「GARRISON」と商品開発の打
ち合わせ。間伐材とラオスの織物をどう組み合わせ
るかアイデアを練る

昨年の「はりまやストリートフェスティバル」で、ラオス
の市場で仕入れた商品を売る生徒たち

「学校対抗歌合戦」は想像以上の盛り
上がり。各校代表の子どもたちが一生懸
命歌う姿を、高知から訪問したメンバーは
温かく見守っていた

高知

ラオス
＆

保育園の落成式では「こ
れで子どもたちも安心して
学校に通える」と地元の
人たちもうれしそうだった
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　「
今
か
ら
歯
磨
き
を
し
ま
す
！
み
ん

な
校
庭
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」

　
こ
こ
は
、
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
島
国
ト

ン
ガ
。
快
晴
の
空
の
下
、
小
学
校
の
校

庭
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。

歯
ブ
ラ
シ
片
手
に
、
横
一
列
に
整
列
。

「
一
本
一
本
丁
寧
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

イ
チ
、
ニ
、
イ
チ
、
ニ
」。
デ
ン
タ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
の
掛
け
声
に
従
い
、
歯
磨
き

の
練
習
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
の
歯
磨
き
教
室
を
企
画
し
た
の
は

ト
ン
ガ
保
健
省
の
職
員
た
ち
。
そ
し
て

彼
ら
に
協
力
す
る
の
が
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
南
太
平
洋
医
療
隊
だ
。

　
開
発
途
上
国
で
歯
科
医
療
を
広
め
た

い
―
。
１
９
９
８
年
、
歯
科
医
師
や
歯

科
衛
生
士
、
看
護
師
な
ど
が
集
ま
っ
て

誕
生
し
た
南
太
平
洋
医
療
隊
。
そ
の
中

心
と
な
っ
た
の
が
〝
町
の
歯
医
者
さ

ん
〞、
埼
玉
県
川
口
市
に
あ
る
カ
ワ
ム

ラ
歯
科
医
院
だ
っ
た
。
歯
科
医
師
の
河

村
康
二
さ
ん
と
サ
ユ
リ
さ
ん
夫
婦
が
77

年
に
開
業
し
た
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

だ
。「
日
本
で
も
70
年
代
は
大
人
も
虫

歯
だ
ら
け
。
で
も
、
永
久
歯
の
治
療
に

も
限
界
が
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

丈
夫
な
歯
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
小

児
歯
科
を
始
め
ま
し
た
」。

　
そ
し
て
、
こ
の
状
況
は
日
本
だ
け
で

は
な
か
っ
た
。
世
界
に
は
、
歯
ブ
ラ
シ

も
な
く
、
歯
医
者
さ
ん
に
も
行
け
な
い

子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
る
―
。
海
外
へ

の
関
心
が
高
か
っ
た
河
村
さ
ん
夫
婦
は

仕
事
の
合
間
を
縫
い
、
バ
ヌ
ア
ツ
で
短

期
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
。「
途

上
国
で
は
虫
歯
が
あ
れ
ば
抜
く
治
療
が

一
般
的
。
抜
か
な
く
て
い
い
歯
ま
で
抜

町
の
歯
医
者
さ
ん
が

国
際
協
力
の
道
へ

い
て
し
ま
い
、
子
ど
も
た
ち
を
泣
か
せ

て
ば
か
り
で
し
た
」。
治
療
方
法
の
違

い
。
河
村
さ
ん
夫
婦
が
直
面
し
た
壁
だ

っ
た
。

　
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
た
ト
ン

ガ
も
状
況
は
同
じ
だ
っ
た
。
現
地
で
は

歯
ブ
ラ
シ
は
高
価
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人

は
代
わ
り
に
木
の
枝
で
表
面
の
汚
れ
を

さ
っ
と
落
と
す
だ
け
。
一
人
当
た
り
の

虫
歯
の
本
数
は
平
均
４
、
５
本
も
あ
っ

た
。「
町
の
普
通
の
歯
医
者
の
私
た
ち

で
も
、
こ
の
国
の
子
ど
も
た
ち
の
歯
を

守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
」。
そ
こ
で
仲
間
に
声

特集  市民参加
あなたの一歩が世界を変える

を
か
け
て
南
太
平
洋
医
療
隊
を
結
成

し
、
ト
ン
ガ
で
活
動
を
始
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
歯
磨
き
の
習
慣
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
―
。
活
動

の
第
一
歩
と
し
て
、
南
太
平
洋
医
療
隊

の
メ
ン
バ
ー
は
、
地
元
の
小
学
校
や
幼

稚
園
な
ど
を
訪
れ
、
歯
ブ
ラ
シ
を
提
供

し
て
歯
磨
き
の
方
法
を
指
導
す
る
こ
と

に
し
た
。
し
か
し
、
ど
の
子
も
歯
磨
き

を
ほ
と
ん
ど
し
た
こ
と
が
な
い
。
ま
ず

は
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
虫

歯
の
恐
ろ
し
さ
や
歯
磨
き
の
効
果
を
伝

え
る
た
め
、
繰
り
返
し
足
を
運
ん
だ
。

　
そ
の
地
道
な
取
り
組
み
は
、
ト
ン
ガ

の
保
健
省
の
歯
科
医
師
や
デ
ン
タ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
を
動
か
し
た
。
最
初
は
「
歯

磨
き
な
ん
て
意
味
が
な
い
」
と
言
っ
て

い
た
人
も
〝
日
本
の
歯
医
者
さ
ん
〞
た

ち
の
熱
意
に
押
さ
れ
、
協
力
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
巡
回
先
を
増

や
し
な
が
ら
、
活
動
を
８
年
間
継
続
。

子
ど
も
た
ち
は
進
ん
で
歯
磨
き
を
す
る

よ
う
に
な
り
、
虫
歯
の
数
は
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な

い
―
。そ
う
思
っ
た
河
村
さ
ん
夫
婦
は
、

２
０
０
６
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術

協
力
事
業
を
通
じ
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ

へ
。
保
健
省
の
協
力
を
得
て
、
現
地
の

歯
科
ス
タ
ッ
フ
を
巻
き
込
み
、
対
象
を

ト
ン
ガ
全
土
の
小
学
校
、
幼
稚
園
に
拡

大
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。

　
そ
し
て
日
本
か
ら
も
、
歯
科
医
師
や

歯
科
衛
生
士
、
看
護
師
が
応
援
に
駆
け

付
け
た
。
カ
ワ
ム
ラ
歯
科
医
院
の
歯
科

衛
生
士
、
飯
田
好
美
さ
ん
も
そ
の
一

人
。「
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
て
も

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
カ
ワ
ム
ラ
歯
科

医
院
に
就
職
し
て
２
つ
の
夢
が
か
な
い

ま
し
た
」。
初
め
て
の
海
外
で
戸
惑
い

も
あ
っ
た
が
、
現
地
の
歯
科
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
な
っ
て
歯
磨
き
指
導
に
取
り

組
ん
だ
。

　
日
本
と
ト
ン
ガ
、
両
国
の
努
力
が
重

な
っ
て
活
動
は
拡
大
。
子
ど
も
た
ち
は

自
分
で
お
金
を
出
し
て
歯
ブ
ラ
シ
を
買

う
ま
で
に
。
活
動
は
「
マ
リ
マ
リ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
と
し
て
全
国
で
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
マ
リ
マ
リ
は
ト
ン
ガ

語
で
〝
笑
顔
〞
の
意
味
。「
虫
歯
で
泣

い
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
笑
顔
に
な

っ
て
い
っ
た
」
か
ら
だ
。

　
さ
ら
に
河
村
さ
ん
夫
婦
は
、
歯
科
保

健
や
歯
の
磨
き
方
な
ど
を
ま
と
め
た
子

ど
も
向
け
の
テ
キ
ス
ト
を
作
成
。
こ
れ

が
教
育
省
に
公
式
教
材
と
し
て
認
可
さ

れ
、
全
国
の
小
学
４
年
生
の
学
習
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
保
健
の
授
業

で
使
わ
れ
て
い
る
。

　「
マ
リ
マ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
も
う

現
地
の
人
た
ち
に
任
せ
て
も
大
丈
夫
。

子
ど
も
た
ち
に
も
口
の
健
康
を
守
る
意

識
が
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
き
ま
し

た
。
町
の
普
通
の
歯
医
者
で
も
一
生
懸

命
や
れ
ば
、
多
く
の
人
を
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
ん
で
す
ね
」
と
、
康
二
さ
ん

ト
ン
ガ
全
土
に

広
が
る
歯
磨
き

も
う
れ
し
そ
う
だ
。

　
次
な
る
目
標
は
、
こ
れ
ま
で
の
歯
磨

き
指
導
の
経
験
を
生
か
し
、
大
人
た
ち

の
健
康
を
守
っ
て
い
く
こ
と
だ
。「
ト

ン
ガ
に
は
肥
満
の
人
が
多
く
、
糖
尿
病

な
ど
生
活
習
慣
病
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

実
は
、
口
の
中
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
、

糖
尿
病
の
原
因
と
な
る
物
質
が
減
る
ん

で
す
よ
」。
全
て
の
世
代
に
歯
磨
き
を

根
付
か
せ
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
。

　
小
さ
な
町
の
歯
医
者
さ
ん
が
始
め
た

小
さ
な
南
の
島
で
の
虫
歯
予
防
。
み
ん

な
の
歯
を
守
り
た
い
と
い
う
彼
ら
の
思

い
は
、
確
か
に
、
現
地
の
人
々
に
届
い

て
い
る
。

「虫歯菌を退治しよう！」。なぜ虫歯になるのか、紙芝居で子どもたちに伝える

「歯と歯の間に気を付けて磨きましょうね」。
歯の模型を使いながら一人一人丁寧に指
導する歯科衛生士の飯田さん

人懐こい笑顔を見せる
子どもたちだが、口の中
には無数の虫歯が…

歯磨きの習慣が根付いていない太平洋の島国トンガ。
日本の歯科医院から生まれたNGO、南太平洋医療隊は、

歯磨きを通じた虫歯予防に取り組んでいる。

笑顔を届ける
歯磨き指導

校庭に並んで歯磨きの練習。みんな元気いっぱいだ

［左］虫歯に苦しむ子どもたちを診察する康二さん。「子ども
たちには歯で痛い思いをしてほしくないんです」

川口
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東
京
で
は
連
日
35
度
近
い
真
夏
日
が

続
い
た
８
月
末
。
空
港
か
ら
一
歩
出
る

と
、
と
て
も
肌
寒
く
感
じ
る
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、温
度
計
を
見
る
と
20
度
だ
。

　
こ
の
日
訪
れ
た
の
は
北
海
道
旭
川

市
。
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

札
幌
に
次
ぐ
第
二
の
都
市
だ
。
市
内
を

歩
い
て
い
る
と
、
ま
ず
目
に
付
く
の
が

車
道
の
広
さ
。
そ
し
て
、
碁
盤
の
目
の

よ
う
に
整
然
と
区
切
ら
れ
た
街
並
み
が

続
く
。Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
の
周
辺
で
は
、
鉄

道
の
高
架
化
や
駅
前
広
場
の
整
備
な

ど
、
再
開
発
事
業
が
着
々
と
進
ん
で
い

た
。

　「
冬
は
マ
イ
ナ
ス
20
度
に
な
る
の
も

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
道
路
一
つ
と
っ

て
も
、
低
温
の
影
響
で
ひ
び
割
れ
て
傷

ん
だ
り
、
道
路
の
下
の
水
が
凍
っ
て
霜

柱
の
よ
う
に
道
路
を
押
し
上
げ
る
〝
凍

上
現
象
〞
が
起
き
た
り
と
、
寒
冷
地
な

ら
で
は
の
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
市
民
が
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ

旭
川
市
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と

う
に
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
建
築
や
土

木
の
技
術
を
開
発
し
て
き
た
の
で
す
」。

旭
川
市
役
所
で
都
市
計
画
を
担
当
す
る

藤
原
美
彦
さ
ん
は
そ
う
話
す
。

　
そ
の
技
術
を
生
か
し
、旭
川
市
は
今
、

官
民
一
体
で
国
際
協
力
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
の
舞
台
は
、
同
じ
く
寒
さ
が

厳
し
い
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
だ
。

　
こ
こ
10
年
で
人
口
が
１
２
０
万
人
に

ま
で
急
増
し
た
が
、
50
万
の
人
口
を
想

定
し
て
つ
く
ら
れ
た
都
市
の
た
め
、
と

て
も
収
ま
り
き
ら
な
い
。
地
方
か
ら
や

っ
て
来
た
人
々
は
〝
ゲ
ル
地
区
〞
と
呼

ば
れ
る
郊
外
に
移
動
式
の
住
居
ゲ
ル
や

小
屋
を
建
て
て
住
む
し
か
な
か
っ
た
。

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
役
所
は
人
口
増

加
に
対
応
で
き
ず
、
ゲ
ル
地
区
の
上
下

水
道
や
ガ
ス
、
道
路
な
ど
も
整
備
で
き

な
い
ま
ま
。
冬
は
マ
イ
ナ
ス
40
度
ま
で

気
温
が
下
が
る
た
め
、
石
炭
を
燃
や
し

特集  市民参加
あなたの一歩が世界を変える

て
暖
を
と
る
。
そ
の
煙
で
大
気
汚
染
が

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
都
市
開
発
の
計
画
づ
く
り
を
支

援
。
都
市
再
開
発
法
や
土
地
法
、
住
宅

法
、
建
設
法
な
ど
、
都
市
開
発
に
必
要

な
法
律
を
整
備
す
る
た
め
、
専
門
家
と

し
て
２
０
１
０
年
に
派
遣
さ
れ
た
の
が

旭
川
市
の
幹
部
職
員
だ
っ
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
両
市
に
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
た
。「
市
役
所
の
職
員

と
い
う
実
務
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
、
共

有
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
」。
旭
川

市
は
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
活
用

し
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
都
市
づ
く
り

を
支
え
る
こ
と
に
決
め
た
の
だ
。

　
ま
ず
は
現
状
を
把
握
し
よ
う
と
、
２

０
１
１
年
か
ら
４
回
、
市
の
職
員
と
地

元
の
建
設
会
社
で
組
織
さ
れ
た
一
般
社

団
法
人
旭
川
建
設
業
協
会
な
ど
民
間
の

メ
ン
バ
ー
が
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
を
視
察
。
す
る

と
、
市
の
中
心
部
で
さ

え
、
道
路
は
穴
だ
ら
け

だ
っ
た
。「
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
質
の
悪
さ
、
施
工

技
術
の
低
さ
、
維
持
管

理
の
不
徹
底
な
ど
、
寒

冷
地
技
術
を
伝
え
る
以

前
の
問
題
が
山
積
み
だ

っ
た
の
で
す
」。
参
加
者

の
一
人
、
旭
川
市
都
市

計
画
課
の
伊
藤
和
宏
さ

ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の

都
市
づ
く
り
の
参
考
に

し
て
も
ら
お
う
と
、
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
役
所

の
職
員
延
べ
９
人
を
旭

川
市
に
受
け
入
れ
て
研

修
を
実
施
。
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
工
場
や
浄
水
場
、

下
水
処
理
場
な
ど
を
視

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

つ
な
が
る
絆

察
し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
寒
冷
地
の

土
木
技
術
を
研
究
開
発
す
る
独
立
行
政

法
人
土
木
研
究
所
寒
地
土
木
研
究
所
な

ど
の
施
設
で
は
、
旭
川
市
の
都
市
計
画

や
道
路
整
備
技
術
な
ど
を
伝
え
た
。
旭

川
建
設
業
協
会
の
メ
ン
バ
ー
、
落
合
広

州
さ
ん
（
株
式
会
社
橋
本
川
島
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、「
凍
上
現
象
を
抑

え
る
た
め
、
舗
装
の
下
の
砂
利
を
厚
く

し
た
り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
３
重
に

し
た
り
と
、
旭
川
の
街
に
は
た
く
さ
ん

の
工
夫
が
隠
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
実
は
、
落
合
さ
ん
は
大
の
飛
行
機
嫌

い
。
モ
ン
ゴ
ル
が
人
生
初
の
海
外
だ
っ

た
。「
ゲ
ル
地
区
で
子
ど
も
が
タ
ン
ク

を
抱
え
て
水
を
く
む
姿
は
衝
撃
的
で
し

た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と
…
。

そ
れ
ま
で
私
に
で
き
る
こ
と
は
募
金
ぐ

ら
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分

の
土
木
技
術
が
モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
の
生

活
改
善
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
可
能
性
に
気
付
か
さ
れ
た
の
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
旭
川
市
役
所
の
藤
原
さ
ん
は
、「
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
住
み
や
す
い
都
市
に

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
旭
川
の
民
間

企
業
の
進
出
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
す
で
に
旭
川
建
設
業
協
会

は
、
断
熱
性
が
高
い
住
宅
の
販
売
を
目

指
し
、
市
場
調
査
を
始
め
て
い
ま
す
」

と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
寒
冷
地
と
い
う
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
国
際
協
力
。
海
を
超
え
た
つ
な
が

り
が
、
モ
ン
ゴ
ル
で
新
し
い
都
市
を
形

作
っ
て
い
く
。

マイナス41度。日本の最低気温の記録を持つ北海道旭川市。
寒冷地という特性と向き合い培ってきた都市づくりの経験を、
モンゴルの都市問題の改善に役立てようと奮闘中だ。

寒冷地技術で
都市の未来を変える

ウランバートル市役所の建築士エンフトゥブシンさんから、市の模
型を見ながら都市計画について説明を受ける伊藤さん（左端）

北海道の研修で寒地土木研究所を訪れたウランバートル市役所の職
員たち。車の冬用タイヤチェーンでアスファルトがどうすり減るかを調べ
る装置に興味津々

ゲル地区には水道が整備されていないため、家から遠く離れ
た井戸に水をくみに行くのは子どもの仕事

ウランバートル郊外に広がるゲル地区。市の6割の人口はここに集中しているといわれる

旭川市内の道路工事現場では、
電気を通して雪を溶かすロードヒ
ーティングの仕組みを見学

ウランバートル市道路局で寒冷地の課
題を共有する藤原さん（右から3人目）
と落合さん（右から2人目）

旭川
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　「
ア
ン
ニ
ョ
ハ
セ
ヨ
。
皆
さ
ん
こ
ん

に
ち
は
。
こ
ち
ら
は
77
・
８
M
Hz
、Ｆ

Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
。
こ
れ
か
ら
生
放
送
で
お

届
け
し
ま
す
」。
軽
快
な
音
楽
と
と
も

に
、正
午
の
ラ
ジ
オ
番
組
が
始
ま
っ
た
。

　
兵
庫
県
神
戸
市
長
田
区
に
あ
る
ラ
ジ

オ
放
送
局
、Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
。
日
本
で

は
珍
し
く
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
中
国
語
、

英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
10
の
言
語

に
対
応
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
フ
エ
ム
わ
い

わ
い
が
運
営
し
、
番
組
ご
と
に
使
用
言

語
が
変
わ
る
。
外
国
人
の
多
い
こ
の
地

域
で
人
気
の
局
だ
。

　
多
言
語
放
送
が
こ
の
地
で
始
ま
っ
た

の
に
は
、
あ
る
背
景
が
あ
る
。
そ
れ
は

１
９
９
５
年
１
月
17
日
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
。震
源
地
に
近
い
長
田
区
で
は
、

建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
倒
壊
、
全
焼
し
、

住
民
の
多
く
は
何
カ
月
に
も
わ
た
り
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

　
そ
の
中
に
は
、
こ
の
地
域
の
人
口
の

約
１
割
を
占
め
る
外
国
人
の
姿
が
あ
っ

た
。「
彼
ら
の
中
に
は
日
本
語
が
で
き

な
い
人
も
多
か
っ
た
。
炊
き
出
し
や
救

援
物
資
な
ど
の
情
報
が
分
か
ら
ず
、
不

安
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
」。
そ
う
話

す
の
は
、
当
時
、
避
難
所
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
た
日
比
野
純
一
さ
ん
。

心
細
い
避
難
生
活
を
送
る
外
国
人
を
安

心
さ
せ
た
い
―
。
そ
こ
で
、誰
も
が〝
参

加
〞
で
き
る
ラ
ジ
オ
放
送
局
と
し
て
誕

生
し
た
の
が
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
。
震
災
発

生
か
ら
わ
ず
か
数
カ
月
後
、
日
比
野
さ

ん
ら
被
災
地
の
日
本
人
と
外
国
人
が
協

力
し
て
立
ち
上
げ
た
。
地
域
に
住
む
外

国
人
の
言
語
で
生
活
情
報
を
伝
え
た

り
、
各
国
の
音
楽
を
流
し
た
り
と
、
少

し
で
も
避
難
所
の
仲
間
た
ち
の
癒
や
し

に
な
れ
れ
ば
と
必
死
に
活
動
し
た
。

　
こ
の
ラ
ジ
オ
の
評
判
は
、
避
難
所
か

ら
避
難
所
へ
と
広
ま
り
、「
こ
の
情
報

も
流
し
た
い
」「
あ
の
言
語
で
も
放
送

し
た
い
」
と
次
々
と
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
。
国
籍
、
民
族
、
障
害

の
有
無
を
超
え
て
ラ
ジ
オ
局
に
人
が
集

10
言
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

災
害
情
報
を
発
信

ま
る
よ
う
に
な
り
、
ど
ん
な
番
組
を
流

せ
ば
い
い
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
復
興
を

進
め
ら
れ
る
か
な
ど
意
見
を
交
わ
し

た
。「
い
つ
の
間
に
か
、ラ
ジ
オ
が
人
々

を
つ
な
ぎ
、
住
民
同
士
が
力
を
合
わ
せ

る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
日
比
野
さ
ん
。Ｆ
Ｍ
わ
ぃ

わ
ぃ
は
、
住
民
が
運
営
し
、
参
加
し
、

地
域
の
た
め
に
放
送
す
る
〝
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
〞
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
震
災
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
て
も
、
長

田
区
の
住
民
同
士
を
つ
な
ぐ
拠
点
と
な

り
続
け
た
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
。
現
在
も
約

２
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心

に
、
ラ
ジ
オ
放
送
だ
け
で
な
く
、
食
事

特集  市民参加
あなたの一歩が世界を変える

会
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
防
災
訓

練
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

根
差
し
た
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
活
動
の
舞
台

は
世
界
へ
―
。Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
は
、

１
１
０
カ
国
、
約
４
０
０
０
の

団
体
が
加
盟
す
る
「
世
界
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
放
送
連
盟
」

の
一
員
。
こ
の
組
織
を
通
じ
て

同
じ
災
害
多
発
国
で
あ
る
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ラ
ジ
オ
局
「
リ
ン
タ
ス
・
メ
ラ

ピ
Ｆ
Ｍ
」
な
ど
と
連
携
し
、
災

害
時
に
、
そ
し
て
災
害
に
備
え

て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

き
た
か
、
互
い
の
経
験
を
共
有

し
な
が
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
磨
い
て
き
た
。

　
そ
の
矢
先
だ
っ
た
。
２
０
１
０
年
10

月
、
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
あ
る
メ
ラ
ピ
山

が
大
噴
火
。
辺
り
一
面
に
噴
煙
が
立
ち

込
め
、
周
辺
の
村
々
を
火
砕
流
や
土
石

流
が
襲
っ
た
。
住
民
の
多
く
は
、
ど
う

逃
げ
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
火
山

の
知
識
が
な
い
た
め
に
途
方
も
な
い
恐

怖
を
感
じ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
リ
ン
タ
ス
・
メ
ラ
ピ
Ｆ
Ｍ

が
あ
る
村
は
違
っ
た
。
普
段
か
ら
ラ
ジ

オ
放
送
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
活
動

を
通
じ
て
、
噴
火
時
の
避
難
方
法
や
噴

火
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ん
で
い
た
住
民

た
ち
。
そ
の
効
果
も
あ
り
、
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

だ
。

　
メ
ラ
ピ
山
は
今
後
も
い
つ
噴
火
す
る

か
分
か
ら
な
い
。
こ
の
経
験
は
他
の
地

域
に
も
伝
え
な
け
れ
ば
―
。
エ
フ
エ
ム

わ
い
わ
い
は
２
０
１
２
年
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

草
の
根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
を
核
に
、
メ
ラ

ピ
山
周
辺
地
域
の
防
災
対
策
に
乗
り
出

し
た
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
メ
ラ
ピ
山
麓
に

あ
る
５
つ
の
放
送
局
と
６
つ
の
村
。
そ

の
中
に
は
噴
火
後
に
設
立
さ
れ
た
局

も
。
ラ
ジ
オ
に
な
じ
み
の
な
い
住
民
が

多
く
、
い
き
な
り
放
送
し
て
も
聞
い
て

も
ら
え
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
地
域

ぐ
る
み
で
災
害
に
立
ち
向
か
う
重
要

性
を
伝
え
る
こ
と
に
。
住
民
を
対
象
に

「
防
災
と
は
何
か
」「
ど
ん
な
災
害
対
策

が
で
き
る
か
」
な
ど
を
話
し
合
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
防
災
教
育
ゲ
ー
ム
や
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、住
民
の
結
束
力
を
高
め
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
活
動
の
告
知
や
成
果
を

伝
え
る
た
め
に
使
っ
た
の
が
ラ
ジ
オ

だ
。

　
さ
ら
に
日
比
野
さ
ん
ら
が
提
案
し
た

の
が
、
被
災
者
が
〝
語
り
部
〞
と
な
る

番
組
を
つ
く
る
こ
と
。「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
受
け
継
い
で
い
く
た

め
、
私
た
ち
は
被
災
者
の
経
験
を
紹
介

す
る
番
組
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
身
を
ど
う
守
る
べ
き
か
、
多
く
の
人

と
共
有
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
地
域
の
防

災
力
が
高
ま
る
か
ら
で
す
」。
イ
ン
ド

災
害
の
経
験
を
伝
え

次
に
備
え
る

ネ
シ
ア
の
人
々
も
こ
の
案
に
は
大
賛

成
。
メ
ラ
ピ
山
の
噴
火
の
語
り
部
た
ち

が
、
各
局
で
そ
の
体
験
談
を
発
信
し
始

め
て
い
る
。

　「『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
は
、
９

割
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
と
１
割
の

放
送
活
動
で
成
り
立
っ
て
い
る
』
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
住
民
参
加
型
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
ジ
オ
づ
く
り
に
懸

命
に
取
り
組
み
、
自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
の
手
で
守
ろ
う
と
す
る
彼
ら

の
熱
意
に
触
れ
る
と
、
私
た
ち
も
原
点

に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

と
日
比
野
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

　
リ
ン
タ
ス
・
メ
ラ
ピ
Ｆ
Ｍ
の
代
表
、

ス
キ
マ
ン
さ
ん
は
「
エ
フ
エ
ム
わ
い
わ

い
は
、
噴
火
前
か
ら
何
度
も
足
を
運
ん

で
く
れ
、
協
力
し
て
き
た
仲
間
で
す
。

こ
の
先
も
学
び
合
い
な
が
ら
、
互
い
の

地
域
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
ラ
ジ
オ
が
共
に
目
指
す
の
は
、
災

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
だ
。

ラジオを通じて災害や生活情報を 
多言語で発信してきたNPO法人エフエムわいわい。

その経験を共有したいと、
インドネシアのラジオ放送局と 

住民の防災意識の向上に取り組んでいる。

ラジオが高める防災力

Stage5Citizen 
participation

FMわぃわぃのスタジオ。この日
は、福島県双葉郡富岡町から
避難している人たちに情報を発
信する「おだがいさまFM」と電
話中継

ラジオ放送に欠かせない機材の操作方法
を指導する日比野さん（右）

神戸

インドネシア
＆

メラピ山噴火に関する語り部の番組。過去の経験を掘り起こし、次の災害に備えるための
知恵を語り継いでいく

インドネシアの活動現場にフィールドスタディー
で訪れた日本の学生たち。「日本の若者にも途
上国の人々と交流し、現状について知ってもら
いたい」と日比野さん

子ども向けの防災教育につ
いて話し合う住民たち。女性
たちがその中心だ
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国際協力の

in japan
日本国内にも、実は、あなたの身近なところに

世界とつながる“窓”がある―。
全国津々浦々、日本の地域が生み出した

イロイロな取り組みを紹介。

イロイロ

株式会社河北新報社・むすび塾

長岡市国際交流センター「地球広場」

NPO法人アクセス
－共生社会をめざす地球市民の会

鹿児島県 アジア・太平洋農村研修センター

特集  市民参加
あなたの一歩が世界を変える

国際感覚を持った“Globalist”を育てたいと、20
05年にグローバルコースを設置。マレーシアの高
校への訪問、カンボジアやベトナムでのボランテ
ィア、JICA研修員やJICAボランティアの経験者
との交流などを通じて、世界に目を向け、国境を超
えて人を思いやる心を育んでいる。

閉ざされた環境の島しょ地域が抱
える課題の一つがごみ。その解決
のためには、まずは、地域にリサイク
ル文化を根付かせることが大切。沖
縄の経験を携え、大洋州に浮かぶ
トンガのババウ島で住民・行政・民
間企業が総出で行うリサイクルの仕
組みづくりに挑戦中。

ポル・ポト時代に失われた伝統産業を取り戻したいー。
カンボジアで消滅の危機にあった米の蒸留酒“スラ
ソー”をよみがえらせるべく、伝統的な蒸留手法を生か
しつつ、日本が誇る工程管理を徹底指導。「Suraa 
Takeo」として商品化にこぎ着けた。首都プノンペン
のレストランやホテルで大人気。

在住外国人と市民が気軽に交流できる施設。異文化
紹介や語学教室など多彩なプログラムを用意。農家な
どでの研修のアレンジも行っている。新潟県中越地震
時の助け合いの経験から、“顔の見える関係”を大切に
した長岡ならではの心温まる交流がウリ。

東日本大震災の被災者が語り部となり、防災・減
災の知識を伝える巡回ワークショップ「むすび塾」。
その舞台は国内にとどまらず、同じく大地震を経験
したインドネシア・バンダアチェへ。被災体験を共有
することで、両国の思いが一つに。互いに励まし合
いながら、住民主体で災害に強いまちづくりに取り
組んでいる。

フィリピンの農村で女性グループを立ち上げ無担保で融資。その
資金で、養豚、炭作り、軽食の調理・販売、トライシクルの営業など
を行い生計向上を目指す。経営力を身に付けるセミナーも実施。毎
年恒例のスタディーツアーには関西の学生が多数参加している。

農林水産業が盛んな鹿児島県。農村振興、環境保
全など、開発途上国の参考になるような取り組みが多
いことから、現地からの研修員受け入れに積極的。地
元の人たちが地域の歴史や現状、課題について見直
す機会にもなっている。

原爆投下という悲しい歴史を繰り返すまいと、渡
部朋子代表を中心に、国内外で復興支援や次
世代の若者への平和教育に着手。まさに今、
長年の紛争からの脱却を目指すフィリピンのミン
ダナオでも平和教育の普及に取り組む。

今夏の瀬戸内国際芸術祭では、高松港でバングラ
デシュの首都ダッカの市場を再現！現地から約
100人の職人、演奏家、ダンサーなどが来日し、連
日エネルギッシュなパフォーマンスを披露した。青
年海外協力隊の経験者も通訳として活躍。

教室を飛び出して羽ばたく

島の知見でリサイクル！

酒造りで地域おこし

世界とつながる“ひろば”

地震の苦しみから共に立ち上がる

マイクロクレジットで貧困から脱却

研修員受け入れで地域を元気に

広島から平和の担い手を育てる

バングラデシュが瀬戸内を彩る

国立大学法人名古屋大学
農学国際教育協力研究センター

瀬戸内国際芸術祭2013

NPO法人ANT-Hiroshima
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沖縄リサイクル運動市民の会

北海道札幌清田高等学校

hokkaido

miyagi

niigata

aichi
kyoto

hiroshima

kagawa

kagoshima

okinawa
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名古屋の国際協力イベントにフェアトレード
のブースを出展

　貿易を通じて世界のためにできることがある―。通関士として働いていたころ、た
またま手に取った雑誌で知った“フェアトレード”。まずはコンセプトを学ぼうとアメリカ
のフェアトレード認証団体でインターンをし、コスタリカ、ニカラグア、ホンジュラス、グ
アテマラのコーヒー産地を訪問しました。そこで出会った生産者たちは、電気も水
道もない生活。収入源はコーヒーだけ、豆の価格は下がる一方という苦しい状況で
した。
　豆の質はいい。彼らと日本の消費者をつないで何かできないか―。帰国後はフェ
アトレードコーヒーの輸入販売会社を設立し、コーヒーブランド「フェアビーンズコー

ヒー」を立ち上げました。通関士時代に
得た貿易の知識はありましたが、販売や
流通、会社運営の経験はゼロ。今考え
ると無謀な挑戦でしたが、周りに助けら
れ、何とか軌道に乗っています。自社ブ
ランドのコーヒー、ココアやチョコレートな
どのフェアトレード商品を通じて、開発途
上国の人々の生計向上に貢献できる
選択肢を、日本の皆さんに提供していき
たいと思っています。

　能登の魅力を全国に発信するために結成された“のとガール”。そのメンバーは、
ニカラグア、セネガル、ジンバブエの青年海外協力隊OGです。3人の出会いは、金
沢大学と県や市、町が地域ぐるみで開催する「里山里海マイスター育成プログラ
ム」。日本で初めて「世界農業遺産」に認定された能登の自然や文化、産業、歴史
を知り、地域づくりに貢献する人材を育てる事業です。能登出身のメンバーに加え、
東京から移住したメンバーもいます。
　メンバーの一人が協力隊員として活動していたニカラグアの農村部では、仕事
がなく、働き盛りの若者が地元を離れてしまうという問題がありました。帰国してみる

と日本も同じ。能登でも過疎化が進んで
いたのです。そこで、能登を元気にした
いと企画したのが、農業体験などができ
る「能登ライフ体験ツアー」。観光では
分からない、地元の魅力が発見できると
好評です。のとガールの強みは実行力。
まず自分が動かなければならないのは、
まさに協力隊時代と同じ。途上国での
経験を生かし、これからも能登をアピー
ルしていきます。
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林口 宏さん
有限会社フェアトレーディング取締役

水口 亜紀さん、松井 久美さん
中谷 なほさん

のとガール

インドのパートナーと少しずつ義足をモデル
チェンジ

　大学でロボットの研究をしながら、ふと思いました。最新の科学技術が実際の生活
に役立つのはまだまだ先のこと、自分は何のために研究しているのか―。そんな時、
友人が義足を必要とするようになり、もっと直接人の役に立つ方法はないかと、最新
鋭のロボット義足を学びにアメリカに留学しました。その研究室の仲間から、インドで
は地元のNGOが機能性の低い義足を安く配っていると聞きました。私たちエンジニ
アの技術を使えば、同じ予算でより良いものを作れるのに―。でもインドの人々自身
が開発に関わり、現地の生産技術に見合った義足を生み出さなければ意味がない。
そこでインド人医師と試作品を開発し、現在も一緒に改良を進めています。
　それと同じことが、私が代表を務める
See-D Contestでも言えます。日本の
大学生や社会人のエンジニア、デザイナ
ーが、途上国の生活改善につながるア
イデアを出し合うイベントですが、大切な
のは現地のニーズをきちんと調べること。
これまでの入賞チームは、ココナツからお
酒を作るキットや流通の効率化を図るソ
フトウェアなどを開発。現地のパートナー
とビジネス展開を目指しています。

遠藤 謙さん

株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所
アソシエエイトリサーチャー／See-D代表

あなたの地域の
国際協力といっても、関わり方は人それぞれ。
日本での経験や技術を携えて羽ばたく人もいれば、
帰国後に現地での経験を日本で生かす人もいる。
そんな“オモシロイ”彼らの挑戦を紹介！

“オモ　シロ人”発見！

フェアトレ ード で 社 会 貢 献！ど ん な 技 術 で も 必ず 生 か せる！

世 界 を 感じて 地 元 を 見 つ め 直 す！

特集  市民参加
あなたの一歩が世界を変える

www.fairbeans.org

北海道の農と食を考えるイベントに地域の
人と一緒に出店

　地域の人々が力を合わせ、土をつくり、食物を育てる。祖母が言っていた“豊かな
暮らし”を目指し、大学では農学部で食品加工を学びました。キャンパスは北海道の
網走。広大な土地を機械で耕しているのを見て、農業ってかっこいい！と。その後、
長年の夢だった青年海外協力隊に応募し、ネパールの農村でオレンジやレモン、マ
ンゴーなどを使ったジャムやジュースなどの農作物加工を指導しました。
　そして2007年、大学の恩師の誘いで再び北海道に移住。農作物を加工・流
通・販売し、地域活性化を目指す会社を設立しました。網走の畑にはあちこちに貴
重な“資源”がたくさんあるのに、地元の人たちは当たり前すぎて気付いていない。
“知恵をひねればなんとかなる”という協
力隊精神で一念発起し、2011年に独
立。農家の皆さんの知恵を借りながら、
規格外で市場に出せない山わさびを使
って「ガツンと辛い山わさび粕漬け」を商
品化。これが漬物の日本一を決めるT-1
グランプリで全国1位になり、地元の魅
力を再発見するきっかけに。今後も北海
道の魅力を発掘し、地域を盛り上げてい
きます。

道山 マミさん
合同会社大地のりんご代表

地 域 の 魅 力 を 見 直 す きっか け に！

daichinorin5.namaste.jp/

see-d.jp/

ameblo.jp/noto-activity/

能登を視察するアフリカからの研修員と交流
するなど、国際協力にも取り組む



国
際
協
力
に
取
り
組
む
日
本
の
地
域
に

寄
り
添
い
た
い
―
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ

ば
の
奥
村
真
紀
子
さ
ん
は
、地
方
自
治

体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、日
本
と

開
発
途
上
国
双
方
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
と

な
る
事
業
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

　

環
境
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
大
学
生
の
時
で

す
。
熱
帯
雨
林
の
減
少
は
、
実
は
、
企
業
に
よ
る
大
規

模
な
伐
採
が
主
な
原
因
で
あ
る
こ
と
、
そ
も
そ
も
の

原
因
と
い
わ
れ
て
い
た
焼
畑
は
、
現
地
の
人
の
知
恵

に
基
づ
い
た
持
続
可
能
な
農
法
だ
っ
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
思
い
込
み
で
判
断
し
て
は
い
け
な
い
―
。

そ
う
実
感
す
る
と
同
時
に
、
伐
採
の
舞
台
と
な
っ
て

い
た
開
発
途
上
国
の
人
た
ち
の
生
活
や
本
来
の
農
法

に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
大
学
院
で
は
３
カ
月
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
農
村
で
調
査
。
そ
の
時
に
出
会
っ
た
現
地
の
人
た

ち
は
、
と
て
も
親
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ご
飯

を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
農
村
の
現
状
を
教
え
て
く
れ

た
り
と
、
彼
ら
の
支
え
な
し
で
は
調
査
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
お
母
さ
ん

は
と
て
も
気
さ
く
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
サ
プ

（
ほ
う
き
）
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
を
「
サ
ピ
（
牛
）

を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
間
違
え
て
し
ま
っ
た

ら
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
て
き
た
り
と
、
い
つ
も
私
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
小
さ
な
村
で
さ
え
、
食
べ
る
だ
け
で
精

い
っ
ぱ
い
の
家
か
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
農
業
に
投

資
し
て
い
る
家
ま
で
、
身
近
に
貧
富
の
差
が
あ
る
現

実
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
人
々
の
温
か
さ
と

彼
ら
が
直
面
す
る
課
題
に
触
れ
、
調
査
で
は
何
も
で

き
な
か
っ
た
自
分
を
振
り
返
り
、
将
来
は
彼
ら
に
恩

返
し
で
き
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
配
属
さ
れ
た
森
林
・
自
然
環
境
協
力
部

（
当
時
）で
は
、水
産
分
野
の
協
力
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
チ
リ
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
現
地
の

養
殖
技
術
者
に
日
本
の
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う
た

め
、
ホ
タ
テ
の
名
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
北
海
道

南
部
、
鹿
部
町
に
あ
る
団
体
に
研
修
を
受
け
入
れ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
私
も
同
行
し
た
の
で
す
が
、「
誰

か
の
役
に
立
て
る
な
ら
」
と
、
ホ
タ
テ
養
殖
の
技
術

を
懸
命
に
伝
え
よ
う
と
す
る
地
元
の
人
た
ち
の
姿

に
は
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。
研
修
員
も
そ
の
熱
心

な
指
導
に
感
銘
を
受
け
、
必
死
に
技
術
を
学
び
取

ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
国
内
に
も
途
上
国

に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
―
。
彼
ら
に
も
っ
と
寄
り
添
っ
て
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
国
内
事
業
部
で
は
、
国
内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
大

学
、
地
方
自
治
体
な
ど
と
連
携
し
て
途
上
国
の
課

題
解
決
を
目
指
す
「
草
の
根
技
術
協
力
事
業
」
の

立
ち
上
げ
に
携
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
制
度
の
た

め
、
ま
さ
に
全
て
手
さ
ぐ
り
状
態
。
周
り
の
人
の

意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
何
と
か
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

現
在
は
地
球
ひ
ろ
ば
で
、
日
本
人
の
良
さ
、
地
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日
本
と
開
発
途
上
国
を
結
び

み
ん
な
を
元
気
に
し
た
い

甘楽富岡で研修を受けた協力隊員の活動状況について、派遣先のマラウイの担当者に聞
く奥村さん（左）

鹿部町で研修を担当した日本人のスタッフとチリの研修員と

From Global Plaza

お
世
話
に
な
っ
た

人
た
ち
に
恩
返
し
を

国
際
協
力
は
国
内
の
人
々
に

支
え
ら
れ
て
い
る

地
域
の
人
た
ち
と
の

連
携
を
深
め
る

域
の
強
み
を
生
か
し

た
国
際
協
力
を
模
索

し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
例
が
農
業
が
盛
ん

な
群
馬
県
の
甘
楽
富

岡
地
域
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
自
然
塾
寺
子
屋
が

橋
渡
し
役
と
な
り
、

派
遣
前
の
青
年
海
外

協
力
隊
員
や
途
上
国

か
ら
の
研
修
員
に
、

農
業
や
農
産
物
加
工

な
ど
の
技
術
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
に
は
、
農
家
や
女
性
グ
ル
ー
プ
な
ど
、

実
に
多
く
の
地
元
の
方
々
が
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
彼
ら
に
甘
楽
富
岡
で
の
研
修
が
ど
う
途

上
国
で
役
立
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
も
ら
い
た
い

と
、
昨
年
、
甘
楽
富
岡
の
代
表
者
と
マ
ラ
ウ
イ
に
行

き
ま
し
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
も
研
修
を
受
け
た
協
力

隊
員
が
た
く
ま
し
く
活
動
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
途

上
国
や
国
際
協
力
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
国
内
に
は
、
日
本
の
若
者
や
研
修
員

と
の
交
流
が
地
域
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
る
例
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
そ
ん
な

地
域
の
方
々
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

私
は
双
方
の〝
現
場
〞を
知
る
立
場
と
し
て
、
両
者
を

つ
な
ぎ
、
み
ん
な
が
明
る
く
前
を
向
い
て
進
め
る
世

界
に
な
っ
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大学院卒業後、2000年にＪＩ
ＣAに就職。森林・自然環境
協力部（当時）、国内事業部、
総務部、ヨルダン事務所を経
て、2011年6月から現職。

JICA地球ひろば 
地域連携課
主任調査役

奥村真紀子
OKUMURA Makiko

か
ん  

ら
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田
中
明
彦
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、８
月
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
、ラ
オ
ス
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）３
カ
国
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
か
ら
７
日
間
に
わ
た
っ
て
訪
れ
た

の
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
。テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
と

の
会
談
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
人
身
取
引
対
策

や
手
話
普
及
の
事
業
が
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
き
た
こ
と
を
報
告
。セ
イ
ン
大
統
領
は
日

本
の
大
規
模
な
支
援
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
へ

の
感
謝
と
、貧
困
削
減
や
地
方
開
発
な
ど
に

対
す
る
一
層
の
支
援
に
期
待
を
示
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
育
成
拠
点
、ミ
ャ

ン
マ
ー
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式

に
出
席
。ミ
ャ
ン
マ
ー
商
業
省
、ミ
ャ
ン
マ
ー
商

工
会
議
所
連
盟
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
で
設
置

さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、国
際
的
な
競
争
力
を

持
つ
ミ
ャ
ン
マ
ー
企
業
の
人
材
育
成
は
も
ち

ろ
ん
、日
本
企
業
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
進
出
を
促
進

す
る
環
境
づ
く
り
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

８
月
25
日
か
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
へ
。チ
ュ
オ
ン
・

タ
ン
・
サ
ン
国
家
主
席
と
会
談
し
、「
日
越
外

交
関
係
樹
立
か
ら
今
年
で
40
周
年
。日
本
に

と
っ
て
、ベ
ト
ナ
ム
は
経
済
的
に
支
え
合
う
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
伝
え
ま
し
た
。２
０
２
０

年
ま
で
の
工
業
国
化
を
目
指
す
ベ
ト
ナ
ム
の

国
家
目
標
を
支
援
す
る
た
め
、成
長
と
競
争

力
強
化
、脆
弱
性
へ
の
対
応
、ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
を
重
点
分
野
と
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。ま
た
、ハ
ノ
イ
市
ノ
イ
バ
イ
空
港

第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
現
場
や
バ
ッ
ク
マ
イ

病
院
な
ど
日
本
の
支
援
現
場
を
視
察
し
、農

村
開
発
や
法
整
備
支
援
な
ど
に
携
わ
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

28
日
に
は
、ベ
ト
ナ
ム
の
フ
エ
か
ら
東
西
経

済
回
廊
６
０
０
キ
ロ
を
陸
路
で
移
動
し
、ラ

オ
ス
へ
。ト
ン
シ
ン
・
タ
マ
ヴ
ォ
ン
首
相
と
の

会
談
で
は
、２
０
１
５
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統
合

を
念
頭
に
置
い
た
経
済
発
展
へ
の
支
援
を
表

明
し
、ト
ン
シ
ン
首
相
か
ら
基
礎
イ
ン
フ
ラ
や

投
資
環
境
の
整
備
な
ど
へ
の
支
援
が
要
請
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ナ
ム
グ
ム
第
一
水
力
発
電
所
な
ど

の
視
察
に
加
え
、投
資
促
進
分
野
な
ど
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
面
談
。
日
本
の
支
援
が
ラ

オ
ス
の
社
会
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
は
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力

40
周
年
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
共
に
成
長
す
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、今
後
も
こ
の
地
域
と
の
関
係

性
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

田中理事長がASEAN3カ国を訪問

ベトナムでの気候変動対策で住友林業と連携

01

03　国際協力キャリアの総合情報サイト「PARTNER」10周年

ミャンマー日本人材開発センター開所式典での
テープカット

ラオスのトンシン首相（右）と会談する田中理事長

　

国
際
協
力
の
世
界
で
活
躍
を
目
指
す

人
と
、そ
ん
な
人
材
を
求
め
る
企
業
・
団
体

を
結
び
つ
け
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｒ
」が
、今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
、個
人
登
録
者
は
９
０
０
０
人
以

上
、登
録
団
体
数
は
８
０
０
団
体
を
超
え
、

こ
の
業
界
で
役
立
つ
情
報
が
満
載
だ
と
い

う
声
が
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
」で
は
、登
録
団
体
が

掲
載
し
た
求
人
・
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
情
報
を

検
索
可
能
。個
人
登
録
者
は
、対
面
・
メ
ー

ル・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
な
ど
で
キ
ャ
リ
ア

相
談
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
公
開
す
る
と
、団

体
か
ら
ス
カ
ウ
ト
メ
ー
ル
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、国
際
協
力
を
本
来
の
業
務
と

す
る
団
体
・
企
業
に
加
え
、海
外
で
の
事
業

展
開
を
通
じ
て
開
発
途
上
国
の
開
発
課

題
の
解
決
に
貢
献
す
る
企
業
の
情
報
も
掲

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
国
際
協
力
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｎ
Ｅ
Ｒ
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
‥partner.jica.go.jp/

F
a
c
e
b
o
o
k
‥w

w
w
.facebook.co

m
/jicapartner

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ベ
ト
ナ
ム
で
実
施
し
て
い
る

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
実
証
活
動
に
お
い
て
、住
友
林

業
株
式
会
社
と
連
携
協
定
を
結
び
、官
民

連
携
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
と
は
、開
発
途
上
国
の
森

林
の
減
少
・
劣
化
を
防
止
し
て
地
球
全
体

の
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）排
出
量
を
削
減

し
、か
つ
、持
続
可
能
な
森
林
管
理
を
進
め

る
こ
と
で
森
林
が
持
つ
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
固
定

機
能
を
高
め
る
取
り
組
み
で
す
。

　

実
証
活
動
の
対
象
は
、ベ
ト
ナ
ム
で
最
も

貧
し
い
地
域
の
一
つ
、デ
ィ
エ
ン
ビ
エ
ン
省
。

住
民
に
よ
る
農
地
の
拡
大
や
野
焼
き
な
ど

に
よ
る
森
林
減
少
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
０
年
か
ら
同
省
の

「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
行
動
計
画
」の
策
定
や
、適

切
な
森
林
管
理
と
住
民
の
生
計
向
上
な

ど
を
支
援
。住
友
林
業
も
2
0
1
1
年
か

ら
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
関
連
事
業
を
手
掛
け
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
両
者
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、森
林
保
全
、植
林
、生
計
向
上
手
段
の

多
角
化
な
ど
、住
民
参
加
に
よ
る
総
合
的

な
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
予
定
。
同

省
の
森
林
保
全
活
動
が
強
化
さ
れ
る
こ
と

で
、地
球
温
暖
化
対
策
と
住
民
の
生
計
向

上
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。REDD+実証活動に向けてディエンビエン省の住

民とミーティング



　
お
よ
そ
政
府
の
政
策
は
、
そ
の
目
的
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
も
の
だ
。
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る

か
ら
こ
そ
政
策
は
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
公
金
を
投

入
す
る
理
由
が
説
明
で
き
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
援
助
政
策
に
関
し
て
は
、
発
足
当
初
か
ら
そ

こ
が
明
確
で
は
な
い
。
援
助
の
政
策
目
的
が
曖
昧
で
共
通

理
解
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
１
９
７
０
年
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
が
指
摘

し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
。
政
策
論
的
に
見
た
援
助
政
策
最
大

の
特
徴
は
、
実
は
こ
の
点
に
あ
る
。

　
日
本
の
援
助
は
、
最
初
の
こ
ろ
は
「
経
済
協
力
政
策
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
時
代
の
政
策
論
は
分
か
り
や
す

か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
は
戦
争
賠
償
の
義

務
を
負
っ
た
が
、
当
時
の
政
府
は
こ
れ
を
、
失
っ
た
海
外

市
場
を
再
び
開
拓
す
る
た
め
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
。
賠

償
か
ら
経
済
協
力
へ
と
静
か
に
移
行
し
な
が
ら
、
な
け
な

し
の
資
金
を
ア
ジ
ア
諸
国
に
提
供
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
日
本
経
済
は
復
興
と
成
長
を
遂
げ
、
世
界
最

大
の
貿
易
黒
字
国
に
な
っ
て
い
く
。
輸
出
振
興
が
一
段
落

す
る
と
日
本
の
援
助
は
、
軍
事
に
よ
ら
な
い
平
和
国
家
の

外
交
手
段
と
し
て
、
国
際
秩
序
の
安
定
と
維
持
を
目
的
に

掲
げ
る
よ
う
に
な
る
。
対
ア
フ
リ
カ
援
助
が
増
え
始
め
た

の
が
こ
の
こ
ろ
で
、
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
に
日
本
と
経
済
的

関
係
が
薄
い
国
で
あ
っ
て
も
、
貧
困
削
減
を
通
じ
て
社
会

の
安
定
化
を
助
け
、
も
っ
て
世
界
貢
献
を
果
た
そ
う
と
い

う
志
で
あ
る
。
援
助
は
、
貿
易
黒
字
還
元
の
一
手
段
と
し

て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
開
発
途
上
国
が
貧
困
削
減
や
平
和
構
築
を
自
力
で
解
決

で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
当
然
、
国
際
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
は
い
い
。
問
題
は
、
援
助
に
そ
れ
が
で
き
る
か
ど
う

か
だ
。
世
界
で
頻
発
す
る
紛
争
や
極
端
な
貧
困
に
苦
し
ん

で
い
る
人
々
の
数
は
中
国
の
総
人
口
に
も
匹
敵
す
る
が
、

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
は
世
界
総
生
産
の
０
・
２
％

し
か
な
い
。

　
貧
困
に
苦
し
む
人
々
を
直
接
支
援
す
る
政
策
を
社
会
政

策
と
い
う
。
最
低
限
の
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
財
や

サ
ー
ビ
ス
を
公
的
に
支
給
す
る
政
策
で
、
援
助
に
は
社
会

政
策
的
な
も
の
が
多
く
あ
る
。

　
70
年
代
末
か
ら
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
最

大
享
受
地
域
に
な
る
と
、Ｏ
Ｄ
Ａ
は
社
会
分
野
に
集
中
し

て
無
償
援
助
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
ア
フ
リ
カ

だ
け
で
も
３
億
人
を
超
え
る
絶
対
貧
困
層
の
生
活
を
恒
常

的
に
支
え
る
に
は
、
ど
ん
な
に
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
現

在
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
５
倍
の
額
が
い
る
。
つ
ま
り
実
際
に
は
、

膨
大
な
貧
困
層
の
中
か
ら
、
ほ
ん
の
一
部
が
支
援
対
象
に

選
ば
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　
ま
た
、
自
国
民
の
生
活
維
持
を
外
国
に
依
存
す
る
在
り

方
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
結
局
、
貧
困
問
題
は
、

貧
困
国
の
経
済
が
成
長
し
、
適
切
な
社
会
政
策
を
行
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
の
他
に
救
済
の
方
法
は
な
い
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
経
済
成
長
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は

経
済
政
策
が
い
る
。

　
こ
の
事
情
は
、
貧
困
削
減
と
い
う
名
の
下
に
経
済
政
策

と
社
会
政
策
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
社

会
政
策
と
経
済
政
策
は
ま
っ
た
く
違
う
政
策
論
を
持
っ
て

い
る
の
で
、
社
会
政
策
的
な
支
援
を
担
う
無
償
援
助
と
、

経
済
成
長
の
成
果
で
返
済
し
て
も
ら
う
有
償
援
助
を
、
援

助
と
い
う
一
つ
の
籠
の
中
に
入
れ
て
同
列
に
扱
う
こ
と

は
、
本
来
望
ま
し
く
な
い
。

　
開
発
は
ど
の
時
代
に
も
、
そ
の
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
原
動
力
に
な
っ
て
き
た
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
最
も
健

全
な
発
現
形
態
が
お
そ
ら
く
開
発
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、

開
発
と
援
助
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
混
乱
が
あ
る
。
国
際

開
発
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
調
さ
れ
る

と
、
開
発
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
重
要
性
が
等
閑

視
さ
れ
が
ち
に
な
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
が
、
各
国
の

援
助
は
国
民
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
開
発

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
援
助
も
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

か
ら
自
由
で
は
な
い
。
納
税
者
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を

欠
い
た
ま
ま
で
は
、
外
国
人
の
た
め
に
日
本
人
の
税
金
を

使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
援
助
政
策
論
は
主
に
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）開
発
援
助
委
員
会（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）※
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
。

60
年
代
ま
で
は
異
質
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ

た
各
国
の
援
助
は
、
72
年
に
Ｄ
Ａ
Ｃ
で
つ
く
ら
れ
た
Ｏ
Ｄ

Ａ
定
義
で
統
一
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
す
で
に
40
年
が
過
ぎ

て
い
る
。
今
で
は
Ｄ
Ａ
Ｃ
非
加
盟
の
新
興
援
助
国
が
多
数

登
場
し
、
現
行
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
方
式
で
は
捉
え
き
れ
な
い
状
況

に
な
っ
た
。

　
新
興
国
は
自
国
内
で
の
社
会
政
策
や
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、
社
会
政
策
的
な
無
償
援
助

を
他
の
国
に
ま
で
提
供
す
る
余
裕
が
な
い
。
だ
か
ら
援
助

は
借
款
が
中
心
に
な
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
国
内
用
の
開

発
金
融
を
、
国
境
を
超
え
て
近
し
い
途
上
国
で
も
運
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
は
こ
れ
を
「
南
南
協
力
」
と
呼

ん
で
い
る
。
ま
た
、
輸
出
信
用
な
ど
貿
易
金
融
の
比
重
が

大
き
い
。
こ
う
い
っ
た
新
興
ド
ナ
ー
の
政
策
を
「
貿
易
秩

序
を
乱
す
二
流
の
援
助
」
と
し
て
非
難
し
た
り
、
ま
た
Ｄ

Ａ
Ｃ
ル
ー
ル
に
従
わ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
あ
ま
り
意
味
は

な
い
。

　
私
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
定
義
を
改
訂
す
る
こ
と
の
方
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
中
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
新
興
諸
国
の

援
助
政
策
は
日
本
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、

日
本
が
率
先
し
て
援
助
政
策
の
新
た
な
概
念
と
基
準
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。そ
の
作
業
の
た
め
に
は
、我
々

は
一
体
何
の
た
め
に
援
助
し
て
い
る
の
か
を
、
も
っ
と
地

に
足
を
つ
け
て
、
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

貧
困
層
に
対
す
る

援
助
の
在
り
方

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
定
義
と

援
助
潮
流
の
変
化

援
助
政
策
の

か
ら
く
り

なぜ我々は
開発途上国を
援助するのか

独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）アジア経済研究所
地域研究センター 上席主任調査研究員

＜Profile＞
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ンド大学客員研究員、ジェトロ・ヨハネスブルクセンター所長、地域研究センター長な
どを経て現職。著書に『アフリカ問題―開発と援助の世界史』『図説アフリカ経済』
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に先進国を中心に構成された。その委員会の一つであるＤ
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発
途
上
国
の
貧
困
削
減
や
経
済
発
展

を
後
押
し
す
る
政
府
開
発
援
助
（
O

D
A
）。
し
か
し
、
そ
の
舞
台
は
途
上
国
だ
け

で
は
な
い
。
今
、
日
本
の
経
済
再
生
の
ツ
ー

ル
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
の
だ
。
安
倍

晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
提
唱
す
る
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
の
３
本
の
矢
の
一
つ
「
日
本
再
興
戦

略
｜
J
A
P
A
N 

i
s 

B
A
C
K
｜
」
や

「
平
成
25
年
度
国
際
協
力
重
点
方
針
」
で
も
、

O
D
A
を
日
本
企
業
の
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
拡

大
や
中
小
企
業
の
海
外
展
開
支
援
に
活
用
す

る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出

だ
。「
日
本
再
興
戦
略
」
が
掲
げ
る
３
つ
の
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
（
行
動
計
画
）
の
う
ち
、

国
際
市
場
を
獲
得
す
る
た
め
の
「
国
際
展
開

戦
略
」
は
、
新
興
国
の
成
長
を
取
り
込
ん
で

日
本
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
日

本
の
優
れ
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る

な
ど
、
経
済
協
力
を
戦
略
的
に
活
用
す
る
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
て
も
、
従
来
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
高
速
鉄
道
や
港
湾
と
い
っ

た
分
野
だ
け
で
な
く
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

や
防
災
、
地
熱
発
電
、
さ
ら
に
は
病
院
の
運

営
管
理
な
ど
、
日
本
の
強
み
を
生
か
せ
る
幅

広
い
分
野
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ

輸
出
の
対
象
と
す
る
と
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
地
熱
発
電
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
内
で
の
５
つ
の
地
熱
発
電
計
画
を
対
象
に
、

「
地
熱
開
発
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
第
一
期
と

し
て
、
５
５
２
・
99
億
円
を
限
度
と
す
る
円

借
款
、
ケ
ニ
ア
に
対
し
て
は
「
オ
ル
カ
リ
ア

Ⅰ
４
・
5
号
機
地
熱
発
電
事
業
」
に
対
し
て

２
９
５
・
16
億
円
を
限
度
と
す
る
円
借
款
を

供
与
。
地
熱
資
源
が
豊
富
な
中
南
米
で
も
調

査
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
早
期
段
階
か
ら
技
術
協
力

開

途上国とつながり
日本も世界も元気に！

交流年

ODA政策

や
無
償
資
金
協
力
も
活
用
し
て
相
手
国
政
府

と
連
携
し
、
日
本
企
業
の
進
出
を
後
押
し
す

る
と
し
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
以
外
で
は
、
中
小
企
業
の
海
外

展
開
支
援
で
も
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
期
待
が
か
か
る
。

外
務
省
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
本
格
的
な

支
援
を
展
開
。
多
く
の
企
業
に
と
っ
て
ノ
ウ

ハ
ウ
や
人
材
の
不
足
が
壁
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
途
上
国
で
の
「
ニ
ー
ズ
調
査
」、
現

地
で
の
事
業
展
開
に
向
け
た「
案
件
化
調
査
」、

優
れ
た
製
品
・
技
術
の
普
及
を
目
指
す
「
民

間
提
案
型
普
及
・
実
証
事
業
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
段
階
に
応
じ
て
選
択
可
能
な
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
調
査
や
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
を
経
て
、
簡
易
浄
水
器
に
よ
る
飲
料
水

の
供
給
、
廃
棄
物
処
理
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
、
精
米
技
術
の
普
及
、
産
業
の
生
産

性
と
品
質
の
向
上
を
目
的
と
し
た
産
業
自
動

年
は
「
日
・
カ
リ
ブ
交
流
年 

２
０
１

４
」。カ
リ
ブ
海
周
辺
の
14
カ
国
、
1

地
域
が
加
盟
す
る
カ
リ
ブ
共
同
体
（
カ
リ
コ

ム
：
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）と
日
本
の
間
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
カ
リ
コ
ム
と
は
、
域
内
の
経
済
統
合
を
目

指
す
と
と
も
に
、
加
盟
国
間
の
外
交
政
策
の

調
整
、
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
実
施
、
社
会

的
・
文
化
的
・
技
術
発
展
の
た
め
の
協
力
な

ど
を
行
っ
て
い
る
組
織
。カ
リ
コ
ム
諸
国
は
、

民
主
主
義
と
い
う
共
通
の
価
値
観
を
日
本
と

共
有
し
て
お
り
、さ
ら
に
島
国
が
多
く
、自
然

災
害
の
影
響
を
受
け
や
す
い
な
ど
の
共
通
の

課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
・

防
災
分
野
に
お
い
て
も
日
本
の
重
要
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
は
原
則
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る「
日
・
カ
リ
コ
ム
事
務
レ
ベ
ル
協
議
」が
始

ま
っ
て
20
年
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ト
リ
ニ
ダ
ー

ド
・
ト
バ
ゴ
と
の
国
交
樹
立
50
周
年
に
も
当

た
る
節
目
の
年
だ
。こ
れ
を
記
念
し
て
、
カ
リ

コ
ム
諸
国
と
の
交
流
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
双
方
で
の
協
議
を
経
て「
日
・
カ
リ

ブ
交
流
年 

２
０
１
４
」が
設
定
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
７
月
に
ガ
イ
ア
ナ
で
行
わ
れ
た

「
日
・
カ
リ
コ
ム
事
務
レ
ベ
ル
協
議
」
に
お
い

て
「
日
・
カ
リ
ブ
交
流
年 

２
０
１
４
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
。日
本
、
カ
リ
コ
ム
諸
国
な

ど
か
ら
の
98
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
ガ

イ
ア
ナ
在
住
の
ガ
ネ
シ
ュ
・
ソ
ム
ラ
氏
の
作

品
が
選
ば
れ
た
。日
本
の
象
徴
の
一
つ
と
も

い
え
る
折
り
紙
の
鶴
と
カ
リ
コ
ム
諸
国
で
よ

く
見
ら
れ
る
ヘ
リ
コ
ニ
ア（
熱
帯
植
物
）の
花

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
示

し
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
決
定

し
た
も
の
か
ら
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.m
ofa.go.jp/

）
で
順
次
公
開
予
定
。

こ
れ
を
機
に
、
カ
リ
コ
ム
諸
国
に
つ
い
て
調

べ
て
み
て
は
？

来

化
技
術
の
展
開
な
ど
、
途
上
国
の
開
発
に
有

益
な
技
術
・
製
品
を
持
つ
中
小
企
業
が
、
現

地
で
足
掛
か
り
を
つ
か
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場

を
広
げ
て
い
る
。

　「
日
本
再
興
戦
略
」
で
は
、
こ
の
他
に
日
本

の
医
療
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
展
開
や
、

各
分
野
で
の
「
日
本
方
式
」
の
普
及
を
通
じ

た
国
際
標
準
の
獲
得
、
途
上
国
へ
の
環
境
技

術
の
導
入
促
進
な
ど
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
す
る

と
し
て
い
る
。

　
外
務
省
は
、
平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
に

向
け
た
財
務
省
へ
の
概
算
要
求
で
、「
日
本
再

興
戦
略
」
を
踏
ま
え
た
戦
略
的
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
展

開
に
４
７
０
６
億
円
を
計
上
し
た
。
日
本
政

府
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
一
義
的
に
は
途
上
国
の
発
展

に
貢
献
す
る
も
の
と
し
た
上
で
、
途
上
国
と

日
本
が
共
に
成
長
す
る
〝
w
i
n
｜
w
i
n
〞

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。

ODA政策
「日本再興戦略とODA」

「日・カリブ交流年 2014」

カリコム諸国について知ろう！

「ここが知りたい」
国際協力に関係する
いろんなトピックを
分かりやすく解説します！

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
８
月
24
〜

29
日
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、

カ
タ
ー
ル
、
ジ
ブ
チ
を
訪
問
し
、
各
国
の
要

人
と
の
会
談
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
訪
問
の
狙
い
の
一
つ
は
、
日
本
と

中
東
諸
国
と
の
「
安
定
と
繁
栄
に
向
け
た
包

括
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
一
層
の
強
化

と
拡
大
だ
。
安
倍
総
理
は
各
国
で
の
会
談
に

お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

政
府
と
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
支
援

に
感
謝
の
意
を
表
明
。
今
後
は
、
従
来
の
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
よ

り
幅
広
い
協
力
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
の

考
え
を
示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
政
治
・
安

全
保
障
分
野
で
の
関
係
強
化
、
経
済
関
係
の

拡
大
・
深
化
、
教
育
、
文
化
・
人
的
交
流
の

分
野
で
の
協
力
強
化
で
一
致
。
そ
の
一
例
と

し
て
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
は
、

新
た
に「
コ
ス
ト
・
シ
ェ
ア
技
術
協
力
」
の

実
施
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

「安倍総理の中東訪問」

安定と繁栄に向けた
包括的パートナーシップの強化

　
日
本
は
今
後
、
成
長
著
し
い
中
東
地
域
の

活
力
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
経
済
的
、
政
治

的
に
も
同
地
域
で
一
層
積
極
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
安

倍
総
理
は
今
年
５
月
に
も
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
ト
ル
コ
を
訪

問
。
今
後
も
同
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
強
化

し
て
い
く
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
対
象
国
で
あ
る
ジ
ブ
チ
で

は
、
日
本
の
無
償
資
金
協
力
で
建
設
さ
れ
た

「
フ
ク
ザ
ワ
中
学
校
」
に
「
安
倍
文
庫
」
と

し
て
図
書
１
０
４
冊
を
寄
贈
。
ま
た
、
海
賊

対
策
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
自
衛

隊
の
活
動
拠
点
を
訪
問
し
、
隊
員
た
ち
を
激

励
し
た
。
ゲ
レ
大
統
領
と
の
会
談
で
は
、「
第

５
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ｖ
）
」
で
表
明
し
た
ア
フ
リ
カ
支
援
策
を
着

実
に
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
同
国
が
強

化
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
。

①大胆な金融政策
②機動的な財政政策
③民間投資を喚起する成長戦略
→「日本再興戦略-JAPAN is BACK-」
＝ＯＤＡを活用した日本経済の再生！

アベノミクスの“三本の矢”とは？

ケニアで日本が整備を支援するオルカリア地熱発電所。地熱開発では世
界最先端の技術を持つ日本がアフリカの家庭に光を届ける

バングラデシュでBOPビジネスを展開する日本ベーシック株式会社。自転
車を使った浄水器という斬新なアイデアは、停電の多い現地のニーズを的
確に捉えたもの（撮影：鈴木革）

コスト・シェア技術協力とは？

ODA卒業国・移行国を対象に、先方政府に必要
な経費を可能な限り負担させる有償の技術協力
（サウジアラビア、オマーンではコスト・シェア技術
協力の前身である有償技術協力を実施中）。

クウェート

バーレーン

ベリーズ

ジャマイカ

ハイチ

バハマ

トリニダード・トバゴ
バルバドス

セントクリストファー・ネーヴィス

アンティグア・バーブーダ

セントルシア

ドミニカ国

スリナム
ガイアナ

グレナダ
セントビンセント

英領モンセラット

■ カリコム加盟国・地域

首都 ： マナーマ市
面積 ： 762.3km2 （東京23区と川崎市を併せた面積とほぼ同じ）
人口 ： 約123.5万人

バーレーン

首都 ： クウェート
面積 ： 1万7,818km2 （四国とほぼ同じ）
人口 ： 約325万人

クウェート

首都 ： ドーハ
面積 ： 1万1,427km2 （秋田県よりもやや狭い）
人口 ： 約191.6万人

カタール

首都 ： ジブチ
面積 ： 2万3,200km2 （四国の約1.3倍）
人口 ： 約90万人

ジブチ

ジブチ

カタール

「日・カリブ交流年 2014」の
ロゴマーク
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地球ギャラリー vol.61

カプレラッチ副地区の村で双子の
弟をおんぶする姉。12人兄弟だが、
そのうち双子が3組だった

　
村
を
歩
く
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
な
が

ら
家
事
や
畑
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
に
多

く
出
会
う
。
と
に
か
く
こ
の
村
の
家
族
は

子
だ
く
さ
ん
。
世
話
を
す
る
に
も
手
が
足

り
ず
、
子
ど
も
が
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し

て
い
る
姿
も
よ
く
見
か
け
る
。

　
そ
ん
な
母
親
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

母
乳
育
児
や
予
防
接
種
、
健
康
診
断
を
推

進
し
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
栄
養
不
良
の

改
善
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
だ
。

　
住
民
自
身
に
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
知

識
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
、
今
、
新
た
に
「
保

健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
始
め
た
。
地
元
の
人
々
が
研
修
で
保
健

の
基
礎
を
学
び
、
そ
の
知
識
を
そ
れ
ぞ
れ

も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
晩
は
肌
寒
い
。
多
く

の
人
が
想
像
す
る
〝
ア
フ
リ
カ
〞
と
は
か

け
離
れ
て
い
る
。

　
一
帯
に
は
、
黄
緑
色
に
輝
く
茶
畑
で
覆

わ
れ
た
丘
が
連
な
る
。
標
高
２
０
０
０
メ

ー
ト
ル
、
雨
が
多
い
気
候
は
茶
葉
の
栽
培

に
う
っ
て
つ
け
。
１
０
０
年
以
上
も
前
、

そ
こ
に
目
を
付
け
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
イ

ン
ド
か
ら
ア
ッ
サ
ム
種
の
茶
葉
を
持
ち
込

ん
だ
そ
う
だ
。

　
こ
う
し
て
ア
フ
リ
カ
最
大
の
紅
茶
生
産

地
と
な
っ
た
ケ
リ
チ
ョ
ー
だ
が
、
本
題
は

紅
茶
で
は
な
い
。

　
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
国
の
経
済
も
成
長
を
続
け
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
恩
恵
は
、
農
村
地
域
に
ま
で

及
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
。
政
府
や
自
治

体
の
サ
ー
ビ
ス
も
十
分
に
届
い
て
い
な
い
。

そ
ん
な
農
村
地
域
に
国
民
の
多
く
が
住
ん

で
い
る
。
ケ
リ
チ
ョ
ー
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
も
っ
と
良
い
生
活
が
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
〝
体
〞
が
資
本
だ
。
し
か
し
、
彼

ら
が
暮
ら
す
の
は
医
療
施
設
か
ら
遠
く
離

れ
た
へ
き
地
。
物
理
的
な
距
離
だ
け
で
な

く
、
命
を
守
る
た
め
の
知
識
か
ら
も
遠
い
。

ま
ず
は
こ
の
距
離
を
縮
め
な
け
れ
ば
―
。

地
元
の
人
々
に
そ
ん
な
気
持
ち
が
生
ま
れ

て
き
た
背
景
に
は
、
あ
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
働
き
掛
け
が
あ
っ
た
。

　
紅
茶
の
産
地
と
い
え
ば
イ
ン
ド
の
ダ
ー

ジ
リ
ン
が
有
名
だ
が
、
ケ
リ
チ
ョ
ー
と
聞

い
て
、
す
ぐ
に
紅
茶
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
ケ
ニ
ア
の

首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
西
の
ビ
ク
ト
リ
ア
湖

の
方
角
へ
約
２
５
０
キ
ロ
、
赤
道
直
下
に

の
村
で
伝
え
る
。
彼
ら
は
村
人
の
良
き
相

談
相
手
で
も
あ
り
、
村
の
隅
々
の
情
報
を

得
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
回
路
に
も
な

っ
て
い
る
。

　「
私
た
ち
は
医
療
行
為
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
限
界
も
感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

は
ず
」。
ス
タ
ッ
フ
の
網
野
舞
子
さ
ん
は
今

も
模
索
し
て
い
る
。

　
い
つ
か
こ
の
地
を
去
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
人
々

が
直
面
す
る
問
題
の
解
決
者
に
は
な
れ
な

い
。
し
か
し
近
い
将
来
、
自
分
た
ち
の
健

康
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
彼
ら
が
考
え
始
め
た
と
き
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

し
て
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
く
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

2011年からプロジェクトコーディネーターとしてケリチョーに赴任している網野さん

カプレラッチ副地区の小学校で、子どもたちに手洗いを教えるHANDSの現地スタッフ

地
域
で
守
る
命

リプトンの直営茶園で働く女性たち。農園には従業員の家族のための病院や学校まである

D.ケリチョー一帯に暮らす
のはキプシギス人と呼ばれ
る少数民族。牧畜を生業と
しながら、季節によって茶
園やサトウキビ畑で期間労
働をする人が多い
E.ケニアの代表的な食べ
物ウガリ。トウモロコシの粉
を湯で練り上げて作る

A.幹線道路沿いに広がる茶園。雨量に恵まれた
ケリチョーでは茶葉の収穫が年中可能
B.新しい茶園のために手作業で開墾する労働
者たち。茶葉もすべて手摘みだ
C.ケリチョーではサトウキビ栽培も盛ん。毎日、朝
7時から5時間ほど働く。日当は約400円だが一
人で暮らすには十分だ
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G.HANDSは生まれてから6カ月間、母乳のみで育てる
完全母乳育児を推奨している
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H.キプシテット地区の診療所で予防
接種を受ける女性
I.日本で始まった母子手帳は、ケニア
でも子どもの健康を守る大切なツール
J.診療所で健康診断を終えた母子。
設備は不十分でも、定期的な健診が
最良の薬となる
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カプレラッチ副地区の村で双子の
弟をおんぶする姉。12人兄弟だが、
そのうち双子が3組だった

　
村
を
歩
く
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
な
が

ら
家
事
や
畑
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
に
多

く
出
会
う
。
と
に
か
く
こ
の
村
の
家
族
は

子
だ
く
さ
ん
。
世
話
を
す
る
に
も
手
が
足

り
ず
、
子
ど
も
が
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し

て
い
る
姿
も
よ
く
見
か
け
る
。

　
そ
ん
な
母
親
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

母
乳
育
児
や
予
防
接
種
、
健
康
診
断
を
推

進
し
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
栄
養
不
良
の

改
善
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
だ
。

　
住
民
自
身
に
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
知

識
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
、
今
、
新
た
に
「
保

健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
始
め
た
。
地
元
の
人
々
が
研
修
で
保
健

の
基
礎
を
学
び
、
そ
の
知
識
を
そ
れ
ぞ
れ

も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
晩
は
肌
寒
い
。
多
く

の
人
が
想
像
す
る
〝
ア
フ
リ
カ
〞
と
は
か

け
離
れ
て
い
る
。

　
一
帯
に
は
、
黄
緑
色
に
輝
く
茶
畑
で
覆

わ
れ
た
丘
が
連
な
る
。
標
高
２
０
０
０
メ

ー
ト
ル
、
雨
が
多
い
気
候
は
茶
葉
の
栽
培

に
う
っ
て
つ
け
。
１
０
０
年
以
上
も
前
、

そ
こ
に
目
を
付
け
た
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
イ

ン
ド
か
ら
ア
ッ
サ
ム
種
の
茶
葉
を
持
ち
込

ん
だ
そ
う
だ
。

　
こ
う
し
て
ア
フ
リ
カ
最
大
の
紅
茶
生
産

地
と
な
っ
た
ケ
リ
チ
ョ
ー
だ
が
、
本
題
は

紅
茶
で
は
な
い
。

　
他
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
国
の
経
済
も
成
長
を
続
け
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
恩
恵
は
、
農
村
地
域
に
ま
で

及
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
。
政
府
や
自
治

体
の
サ
ー
ビ
ス
も
十
分
に
届
い
て
い
な
い
。

そ
ん
な
農
村
地
域
に
国
民
の
多
く
が
住
ん

で
い
る
。
ケ
リ
チ
ョ
ー
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
も
っ
と
良
い
生
活
が
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
〝
体
〞
が
資
本
だ
。
し
か
し
、
彼

ら
が
暮
ら
す
の
は
医
療
施
設
か
ら
遠
く
離

れ
た
へ
き
地
。
物
理
的
な
距
離
だ
け
で
な

く
、
命
を
守
る
た
め
の
知
識
か
ら
も
遠
い
。

ま
ず
は
こ
の
距
離
を
縮
め
な
け
れ
ば
―
。

地
元
の
人
々
に
そ
ん
な
気
持
ち
が
生
ま
れ

て
き
た
背
景
に
は
、
あ
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
働
き
掛
け
が
あ
っ
た
。

　
紅
茶
の
産
地
と
い
え
ば
イ
ン
ド
の
ダ
ー

ジ
リ
ン
が
有
名
だ
が
、
ケ
リ
チ
ョ
ー
と
聞

い
て
、
す
ぐ
に
紅
茶
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。
ケ
ニ
ア
の

首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
西
の
ビ
ク
ト
リ
ア
湖

の
方
角
へ
約
２
５
０
キ
ロ
、
赤
道
直
下
に

の
村
で
伝
え
る
。
彼
ら
は
村
人
の
良
き
相

談
相
手
で
も
あ
り
、
村
の
隅
々
の
情
報
を

得
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
回
路
に
も
な

っ
て
い
る
。

　「
私
た
ち
は
医
療
行
為
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
限
界
も
感
じ
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

は
ず
」。
ス
タ
ッ
フ
の
網
野
舞
子
さ
ん
は
今

も
模
索
し
て
い
る
。

　
い
つ
か
こ
の
地
を
去
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
人
々

が
直
面
す
る
問
題
の
解
決
者
に
は
な
れ
な

い
。
し
か
し
近
い
将
来
、
自
分
た
ち
の
健

康
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
彼
ら
が
考
え
始
め
た
と
き
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

し
て
の
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
く
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

2011年からプロジェクトコーディネーターとしてケリチョーに赴任している網野さん

カプレラッチ副地区の小学校で、子どもたちに手洗いを教えるHANDSの現地スタッフ

地
域
で
守
る
命

リプトンの直営茶園で働く女性たち。農園には従業員の家族のための病院や学校まである

D.ケリチョー一帯に暮らす
のはキプシギス人と呼ばれ
る少数民族。牧畜を生業と
しながら、季節によって茶
園やサトウキビ畑で期間労
働をする人が多い
E.ケニアの代表的な食べ
物ウガリ。トウモロコシの粉
を湯で練り上げて作る

A.幹線道路沿いに広がる茶園。雨量に恵まれた
ケリチョーでは茶葉の収穫が年中可能
B.新しい茶園のために手作業で開墾する労働
者たち。茶葉もすべて手摘みだ
C.ケリチョーではサトウキビ栽培も盛ん。毎日、朝
7時から5時間ほど働く。日当は約400円だが一
人で暮らすには十分だ

Kenya
［ケニア］
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I.日本で始まった母子手帳は、ケニア
でも子どもの健康を守る大切なツール
J.診療所で健康診断を終えた母子。
設備は不十分でも、定期的な健診が
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HEALTH

街中にあるジムは「痩せてかっこよくなりたい！」と筋力トレーニングに汗を流す男性でいっぱい 毎年ナイロビで開催されている「ソトコトサファリ
マラソン」には多くの市民が参加

健康

最近のブームと言えば

　ふくよかな女性ほど美しいといわれていたケニアだ
が、それは一昔前のこと。欧米の映画や雑誌が世にあふ
れる今、都市部では、ハリウッド俳優やモデルの体型に
憧れる若者も多い。アフリカで4番目に糖尿病患者が多
いことからも、ケニア人の最近のもっぱらの関心事は“健
康”だ。
　そこで始まったのが空前のダイエットブーム。都市部
のカフェでは“デトックスジュース”なる野菜ジュースがメ
ニューに登場。高級ホテルの中にしかなかったジムやヨ
ガ教室も街のあちこちにでき、一般の人でも気軽に通え
るようになった。早
朝や夕方にはジョ
ギングをする人も多
く、首都ナイロビで
開催される市民マ
ラソンも、年々、参
加者の数が増えて
いる。まだまだダイ
エットへの熱は続
きそうだ。

　ケニアの主食といえば、トウモロ
コシの粉をお湯で溶いて練った「ウ
ガリ」。炒めものを包んだり、スープ
につけたりするのが一般的。インド
からやってきた薄焼きのパン「チャパ
ティ」やコメもよく食べられている。
　肉や魚、野菜などに、トマトを加え
て炒めるのがおかずの定番。中で
も、青菜と赤タマネギの炒め物「ス
クマ」は、「毎日食べても飽きない」
そうだ。これに鶏や牛、ヤギなどの肉
を意味する「ニャマ」を入れた料理
が、「スクマ・ナ・ニャマ」。トマトの
酸っぱさが肉の味を引き立てる素材
の味を生かした一品だ。
　日本でも数少ないケニア料理レス
トランが東京・経堂にある「SAVAN
NA」。日本ではめったに口にできな

ケニアの文化を
知ろう！

スクマ・ナ・ニャマ

ケニア料理と言えば
青菜と肉のトマト炒め

いケニアの家庭料理が魅力なのはも
ちろんのこと、ケニア出身の店主、
ハンシ・ルリ・アリさんとの会話を楽
しみに来る人も多い。カウンター席
だけのこじんまりとした店内は、アリ
さんを囲んでいつも笑いに包まれてい
る。「日本人もケニア人もみんな兄弟。
一緒に楽しみながら、おいしい料理
を食べましょう」。

取材協力：NPO法人道普請人 酒井樹里

【RE C I P E】

【SHOP INFORMATION】

フライパンに油をひき、みじん切り
にした赤タマネギを軽く焦げ目が
付くまで炒める。みじん切りにしたト
マトを加え、さらに5分ほど炒める。
❶にコンソメと塩を入れる。
❷に一口大に切った鶏肉を入れ、
軟らかくなるまで炒めたらホウレン
ソウを加え、3分ほど炒めて出来上
がり。

●材料（2人前）
鶏肉200g／赤タマネギ2分の1個／ト
マト1個／ホウレンソウ1束／コンソメ・
塩少々

SAVANNA（サバンナ）
〒156-0052　
東京都世田谷区経堂1-19-7　
セントラル経堂B1階
TEL：03-3428-4040
営業時間：12時～15時、17時～23時
日曜・月曜定休

❶

❷
❸

地球ギャラリー
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新 着 情 報

B  OOK

『世界がもし100億人になったなら』
1万年前は100万人だった地球の人口。200年前には10億
人、50年前には30億人、そして現在は70億人一。今世紀の
終わりには、100億人に達すると
もいわれている。しかしこのままで
は、食料、水、エネルギー…どれも
足りなくなってしまう。今、私たちを
取り巻くのは、かつて経験したこと
のない地球規模の課題。地球の
未来を明るいものに変えられる
か、科学者である著者が数々の
データに基づいて分析する。

B  OOK

『フェアトレードのおかしな真実 
  僕は本当に良いビジネスを探す旅に出た』
身近にできる国際協力の一つとして、フェアトレード商品を買う
人も少なくないはず。でも、それが世界規模の大企業の商品
だったら一。本当に、貧しい人々の役に立っているのだろうか。
そう疑問に思った著者は、開発途
上国の労働者たちの現状を確か
めるため、世界一周の旅へ。電化
製品に使われるスズを掘るために
鉱山で働くコンゴ民主共和国の
作業員、大手レストランチェーン
に供給されるロブスターを捕るた
めに危険な漁に出るニカラグア
の漁師など、先進国の便利な生
活に翻弄される彼らの暮らしが浮
き彫りになる。世界にはびこる
“フェアではないトレード”の実情
に迫った一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2012年／フランス／101分
監督：ロレーヌ・レヴィ
出演：エマニュエル・ドゥヴォス、パスカル・エルベ、ジュール・シトリュクほか
公開：10月19日（土）より、シネスイッチ銀座（東京）ほか全国順次公開
URL：www.moviola.jp/son/
配給・問：ムヴィオラ
TEL：03-5366-1545

コナー・ウッドマン 著
松本裕 訳
英治出版
1,890円（税込）

『もうひとりの息子』
イスラエルとパレスチナの間にそびえ立つ高い壁。イスラエルが建
設した“分離壁”は、両者の対立の象徴だ。イスラエルのテルアビブ
に暮らす青年ヨセフは、兵役のために受けた血液検査で衝撃的な
事実を知る。18年前、湾岸戦争の混乱により、病院で他の赤ん坊
と取り違えられていたのだ。本当の家族は、その壁の向こう側、ヨル
ダン川西岸地区に住むパレスチナ人一。この事実を受け入れられ
ない両家族が、困惑と葛藤の中で導き出した真の家族の在り方と
は。宗教、民族、血縁、愛情。その狭間で揺れ動く家族の心情を繊
細に描いた作品。

『ワールド・コラボ・フェスタ2013』
今年で10周年を迎える中部地域最大の国際交流・国際協力のイベ
ント『ワールド・コラボ・フェスタ』。この地域を中心に活動する市民団
体・NGOや自治体、国際交流・国際協力機関、企業などが、それぞれ
の取り組みについてブースで分かりやすく紹介。メインステージでは、
名古屋のアイドルグループOS☆Uと多文化共生について考えるイベ
ントや、国際協力に携わる医師の桑山紀彦さんによる「地球のステー
ジ」などが開催される。持続可能な社会のために何ができるかをみんな
で楽しく考える2日間。

E  VENT

M  OVIE

スティーブン・エモット 著
満園真木 訳
マガジンハウス
1,575円（税込）

会期：10月26日（土）～27日（日） 10～18時
（「もちの木広場」会場は、両日とも10～16時）
会場：オアシス21「銀河の広場」、久屋大通公園「もちの木広場」（愛知県名古屋市栄）
問：（公財）名古屋国際センター
TEL：052-581-5691
URL：www.world-collabo.jp/

○c Rapsodie Production/ Cité Films/ France 3 Cinéma/ 
   Madeleine Films/ SoLo Films
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次号予告（2013年11月1日発行予定）

ASEAN
近年、著しい成長を遂げるASEAN（東南アジア諸国連合）。日本は長年に
わたり、地理的にも近いASEANの国々と密接な関係を築いてきた。2013
年は日・ASEAN友好協力40周年。共に成長する“パートナー”として歩みを
進める日本とASEANの取り組みを紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形でご送付いたします。巻末の払込取
扱票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送
付期間・送付開始月を明記の上、指定の金
額を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から
1週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバ
ーをご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① スリランカのスパイス
② 書籍『フェアトレードのおかしな真実  僕は本当に良い

　  ビジネスを探す旅に出た』（p37参照）
③ 書籍『世界がもし100億人になったなら』（p37参照）
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　静岡市内にある小さなフェアトレード
ショップ「Teebom」。ドアを開けると、
色鮮やかなアジアンテイストの小物が並
んでいる。
　「いらっしゃいませ！」。明るい笑顔で
迎えてくれる店主の今井奈保子さんはス
リランカの青年海外協力隊OG。「店名
はシンハラ語で“お茶にしましょ”の意
味。気軽にお茶でもしながら立ち寄って
ほしいという思いで付けました」と話す。
　この店の看板商品の一つが、スリラン
カ中央部、キャンディ近郊の村から届い
たスパイス。コショウ、カルダモン、クロ
ーブ、ナツメグ…。品ぞろえも豊富だ。今
井さんこだわりの“自然農法”で、農薬
も化学肥料も使わず、村の男性たちが

手塩にかけて栽培している。
　スパイスを入れる箱作りは女性の仕
事。慣れた手つきでアシの葉を裂き、一
枚一枚、丁寧に編み込んでいく。かわい
いココナツの殻のスプーンが付いている
のもうれしい。
　「日本にもっとフェアトレードが広まる
よう、スリランカの人たちと知恵を絞って
良いものを作りたい」と今井さん。粉に
すると風味が飛んでしまうため、“採れた
まま”で販売するのがTeebom流。スパ
イスを使った手作りクッキーの販売も始
めた。
　使うたびに、ふわっと香る自然の恵
み。スリランカの爽やかな香りを食卓で
味わってみては。

Vol.60  スリランカ

人にも環境にも優しい農法で生産されたスパイスは日
本の女性にも人気

自然に優しいスパイスを食卓に

★スリランカのスパイスを6人、クッキーを2人にプレゼン
ト！→詳細は38ページへ

★商品は「Teebom」の店舗（静岡市）とホームページ
（www.rakuten.co.jp/teebom/）から購入可能
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　今年の6月から、日本の国際協力を紹
介するテレビ番組に出演させていただい
ています。これまでも海外に行く機会は
あったのですが、実は開発途上国とはあ
まり縁がなかったんです。ですから、最初
にこのお話をいただいた時、正直僕に務
まるのか不安がありました。でも、制作サ
イドから日本の国際協力について聞いて
いるうちに、これまでまったく自分が触れ
たことのない世界について、純粋に“もっ
と知りたい”と強く感じました。そして、視
聴者の皆さんと同じ目線で、僕自身も学
び、そこから何かを発信していけたら、と
思ったのです。
　緊張の中迎えた第1回目のゲストは、マ
レーシアの海上保安組織で活動されてい
る日本の海上保安官の方。僕自身も演じ
たことがあり、なじみのある職業でした。
海上保安庁が海外でも活動していること
は役づくりを通じて知っていたのですが、
実際の現場から伝わってくるお話は迫力
があり、まさに世界の海を守っているの
はこの人たちなのだと。その他にも、民間
企業やNGOの方 と々出会い、国際協力の

現場をこの目で見てみたいという思いがふ
くらんでいきました。
　そして7月、初めてのロケでインドネシア
に行くことができました。首都ジャカルタ
の街はビルが立ち並んでいて想像以上の
大都会。一方で、少し離れるとスラム地区
が広がっていて、そんな2つの現実が同時
に存在することに驚きました。あちこちに
ごみが散乱しているのも気になりました
が、現地の人たちは決して悪気があって
捨てているわけではなく、ポイ捨てが習慣
化しているようでした。ごみに対する人々
の意識を変えていくというのは、簡単なよ
うで、とても難しいのではと感じました。
　一方で、現場には、この国を良くしよう
と現地の人たちと奮闘している日本人が
いらっしゃいました。大学の研究者、建
設業者、開発コンサルタント、青年海外協
力隊員…。さまざまな困難が立ちはだか
る中での生活はとても大変そうに見えた
のですが、「この仕事が好きでやっている
から」という、とても気持ちの良い言葉が
返ってきました。自分が向かっていくべき
ものに出会えると、こんなにも人は生き生

きとするんですね。
　どの業界でも、限られた期間で着実に
成果を出すことは、並大抵の努力では達
成できません。目の前の課題に真剣に向
き合い、強い志を持った日本人と現地の
方々がいるからこそ、インドネシアも発展
に向けて前進できているのです。そんな
彼らの真っすぐでぶれないパワーに力を
もらいましたし、僕自身も役者として気が
引き締まる思いでした。
　今回の訪問を経て、一人一人のつなが
りが、国と国とのつながりになっていくの
だと知り、日本人として、とても誇らしく思
いました。僕自身もこれから番組を通じ
て、途上国やそこで活動する日本人につ
いてもっと知ってもらいたいと志を新たに
しました。

私の 志を持って生きる

SATO Ryuta

俳優  佐藤 隆太

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で

PROFILE 
1980年東京都出身。日本大学藝術学部映画学科
卒業。99年、舞台『BOYS TIME』でデビュー。2000
年、『池袋ウエストゲートパーク』の出演で注目を集め、
ドラマ、映画、舞台、CMなどで幅広く活躍。今後の出
演に、宮藤官九郎作・演出『大パルコ人②バカロック
オペラバカ「高校中パニック！小激突！！」』（パルコ
劇場・2013年11月24日～）。ODA広報番組『佐藤
隆太の地球元気！』（テレビ東京、毎週金曜21時54
分～22時）に出演中。

検索


